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団 体 の 概 要

（平成 27年 3 月現在）

団 体 名
ふ り が な

アクティオ
あ く て ぃ お

株式
か ぶ し き

会社
か い し ゃ

所 在 地

〒153-0064
東京都目黒区下目黒一丁目 1 番 11 号 目黒東洋ビル

4 階

電話番号 03-5435-6170

代 表 者 代表取締役社長  鈴木 悟 F A X 03-5435-6178

設立年月日 昭和 62 年 2 月 27 日

沿  革

アクティオ(株)は、世界最大の大型膜面構造物メーカーである太陽工業(株)と、その膜面構造物を中

心とした仮設施設のレンタル会社であるＴＳＰ太陽(株)を母体として、昭和６２年に東京都目黒区

（太陽工業株式会社内）に設立された会社です。太陽工業(株)は従来から博物館のパビリオン等の

設計・施工などを、ＴＳＰ太陽(株)は公的な式典・イベントなどの計画・施工・運営業務などを請

負ってきました。

アクティオ㈱はこのような従来からの業務を通して幅広いお客様から、イベントの運営や接遇に優

れた人材供給、高いクオリティの企画、さらには恒久施設の運営計画立案や、実際に運営管理業務

の実施の要請をいただくようになり、これらの要望に応えるべく当該業務の専門会社として設立さ

れました。

（詳細は別紙会社概要をご覧ください）

業務内容

1.指定管理者制度に基づく公の施設の管理受託

2.美術館、博物館等文化施設の案内、受付、誘導等運営に関する請負業務

3.社会福祉施設の経営及び経営の受託

4.博覧会、展覧会、展示会、見本市、各種会議、行催事の調査、企画立案、実施運営

5.都市計画、都市再開発、緑化工事の設計管理の受託業務

6.文化、スポーツ等の催事の企画、制作並びにその運営と実施

7.商品開発及びその販売促進に関する企画と実施

8.特定労働者の派遣及び一般労働者の派遣業務

9.職業紹介事業

10.社員教育及び訓練の企画と実施

11.印刷物、書籍、出版物の企画サービス並びに販売

12.広告代理店業務

13.洋品雑貨、服装雑貨、装身具及び日用雑貨の販売

14.食品、清涼飲料水、酒類の販売

15.飲食店の経営

16.旅行業

17.旅行代理店業務

18.総合警備保障業務

19.ビルメンテナンス業

20.賃貸別荘、貸ビル、旅館、ホテル、その他宿泊施設の経営

21.建築物、工作物（看板、煙突及び照明塔）の設計管理の受託業務

22.上記各号に附帯関連する一切の業務
（その他の事業内容は、別紙会社概要をご覧ください）
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主な実績

指定管理事業においては、全国で 98 施設の指定管理者としての実績があります。施設運営事業に

おいては、東京スカイツリー○Ｒ、あべのハルカスを始め、多種多様な 36 施設を運営中です。イベ

ント事業においては、愛・地球博、Ｆ１グランプリ等大規模なものから花火大会、記念式典、お祭

り等多種多様なイベントの企画運営を行っています。

（その他実績の詳細は、別紙会社パンフレットをご覧ください）

財政状況

（過去 3 年間

について記入

し て く だ さ

い）

年  度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

総 収 入 6,095,702,375 6,695,674,351 7,668,789,871
総 支 出 5,887,747,416 6,431,022,198 7,339,938,352
当期損益 207,954,959 264,652,153 328,851,519
累積損益 186,998,591 230,534,773 241,267,931

応募に関する担当連絡先

氏
ふり

名
がな 植山

うえやま

貴司
た か し

部署・職名 東日本事業部東京営業 2 課 課長

電話番号 090-4224-8718 ＦＡＸ 03-5435-6178 電子メール ueyama@actio.co.jp
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１ 指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針

（１）指定管理者としての基本姿勢及び委託の考え方

ア 相模湖交流センターの設置目的を踏まえた指定管理業務全般を通じての総合的な運営方針、考え方

相模湖交流センターの設置目的や公の施設としての役割を踏まえ、どのような施設運営を目指すのか、基本的な考え方を記載して

ください。

１．神奈川県の施策および施設設置目的の理解
私どもは、神奈川県の施策と相模湖交流センターの設置目的を理解し、利用者や地域からの

要望を把握することで、施設運営の課題を抽出し、基本テーマとし、施設価値をさらに高め

る施設運営をしていきます。

相模湖交流センターに関わりの深い施策のみピックアップ

しています。

設置目的

「かながわグランドデザイン 基本構想」

基本理念 「いのち輝くマグネット神奈川」を実現する

将来像

１

２ 命が輝き、誰もが元気で長生きできる神奈川

３ 県民総力戦でつくる神奈川

■「かながわグランドデザイン」プロジェクト柱Ⅴ

「人を引きつける魅力ある地域づくり」の中の

「水のさと かながわ」づくり

■政策分野では「エネルギー・環境分野」

水源地の多様で豊かな自然環境の保全・再生をめざす

■県民生活

文化芸術に親しむ環境づくり

■県央地域圏として

水源地の豊かな自然を守り、これを活用した地域の魅力づ

くりと活性化を進めると共に、自然と都市、産業が調和し、う

るおいと活力にあふれた地域づくりをめざす。
●森林の保全・再生、水の恵みを生かした賑わいの創出等

「やまなみ地域」として

①里山文化の伝承と創造に

よる「交流の里」づくり
☛ （権現太鼓の交流、音楽

による「癒しの空間」づく

り）

②上流域と下流域の交流

☛ 多摩美術大学、昭和音楽

大学等との連携、県内有名ア

ーティストの招聘

③交流施設としての利用拡

大を推進
☛ 音の響きの良さをＰＲす

る事業の実施

神奈川県の施策
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２．相模湖交流センターの共通理解（リマインド）

■施設の背景  平和・友好・共生のシンボルとしての使命

相模ダムをはじめとする過去のダムの建設事業は多大な恩恵とともに、少なからず様々な

犠牲もつきまといました。相模ダムも例外ではなく、水没した家は１５６世帯、昭和 15

年に起工、昭和 22 年に完成した相模ダムの工事には 360 万人が駆り出されたといわれ

ています。工事には、学生や地元民以外にも、中国・韓国からの労働者も加わり過酷な工

事に携わったと聞きます。相模湖交流センターは、その宿舎跡に建ち、この人造の相模湖・

相模ダムの記念館を併設した施設となっています。

この歴史的背景を基に、相模湖交流センターは「鎮魂と感謝」「平和と友好」を使命とする

施設であり、過去と未来の共生のシンボルの役割を持っています。

■設置目的  水源地域の自然の保全と活性化の使命

相模湖交流センターは平成 12 年に、「水源地域の自然の保全及び活性化を図り、県民に水

源地域の自然のふれあい及び多様な交流活動の場を提供する」ことを設置目的として設立

された施設です。神奈川県の水がめである相模湖と水を生み出す深い森を保全し、活性化

していくことが、安定した水環境を作り出すために必要であることから、相模湖交流セン

ターは自然とのふれあいや多様な交流活動の拠点としての使命を持っています。

■施設特性 都心から1時間の緑豊かな湖畔に佇む、響きの良い中規模ホールを持つ施設

新宿から約 1 時間、相模湖交流センターは、山々の緑と相模湖の静かで清冽な環境に恵ま

れているのが特徴のひとつです。相模湖は、都心から近いダム湖であり、都心から 1 時間

でいけるアーバンリゾートでもあります。

さらに、施設の特性として多目的ホール（456 席）の音響の良さがあります。近隣地域は

もとより都内でもこれほど音響の良いホールはないと音楽関係者からの高い評価を得て

います。

また、この施設にはピアノの名器ベーゼンドルファーがあり、スタインウェイと並ぶピア

ノの名器であり、リストなど偉大な作曲家や演奏家が愛した楽器で、手作業でつくられる

至福の中低音の響きはプロを虜にしています。

さらに、この多目的ホールの他、アートギャラリー、２階には会議室、相模湖記念館、喫

茶コーナー等を併設した複合施設でもあります。

■利用状況  年間５万人の利用、ホールの稼働率は８０％超

多目的ホールの稼働率は、毎年 80％を超え、アートギャラリーの稼働率も平成 23 年か

ら年々上昇し、６０％を超えるようになりました。

また、当施設の音響の良さを私どもが録音希望の利用者にお伝えして PR した結果、録音

利用も伸び、ホールの稼働率はほぼ限界値近くまで伸びてきています。
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■相模湖周辺の経済状況 市内で最も少子高齢化が進む人口減の観光のまち

相模湖地区は、人口減少、市内で最も少子高齢化が進んでいるまちです。人口：9,149 人、

世帯数：3,677 世帯、高齢化率（65 歳以上）：30.9%、年少人口率（14 歳以下）：8.5%

（平成 26 年 4 月 1 日現在）で、この５年間でも高齢化による影響から当施設を利用し

たイベントが減少しています。

2012 年に、近くにあった帝京大学薬学部が移転してからは、跡地に同大野球部の寮と特

別養護老人ホームが建設されており、新たな産業と期待されています。高齢者の趣味の受

け皿として、音楽鑑賞や将棋や囲碁などの趣味の講座には、新たな高齢者が参加するよう

になってきています。

また、バレエ衣装の製作・レンタル会社「アトリエヨシノ」（本社が相模湖）とは、強い連

携をもって自主事業の協力関係を築いています。

周辺地域の主な産業は観光で、さがみ湖リゾートプレジャーフォレスト、藤野芸術の村等

と合わせて、相模湖交流センターに外からの来館者を呼び込むことを期待されています。

■地元との連携  音楽を通じて地元と連携する事業を展開

私どもは、自主事業の開催等、折に触れて地元の方との協力関係を築いてきました。そし

て相模原市ばかりでなく、神奈川県全域、東京都西部への広報活動にも注力し、テレビや

ラジオ、ＣＡＴＶ等広範な地域への広報活動を進めると共に、地元にはより多くの方にお

知らせが届くよう、こまめに直接チラシを配布する等足で稼ぐ広報活動を行ってきました。

著名な音楽家が相模湖で音楽合宿を実施したときには、近隣の旅館に宿泊し、ボート会社・

観光協会と連携し、食事、観光、宿泊、そして音楽が一体となった合宿を行い、音楽家・

参加者からも大きな満足を得ることができました。自主事業でコンサートを開催するとき

には、湖畔のレストラン等に客が流れ、地元の活性化に役立っています。

■自主事業  年間３６本ほどの自主事業の実施により、当地へのファンを増やし、活性化を実現

引継ぎ時の平成 23 年の自主事業はホール・ギャラリー合わせて年間 6 本でしたが、私ど

もは、平成 25 年には 36 本の自主事業を実施しており、多くの地元の方のご協力をいた

だき、地域一体となって事業を推進しています。

■自主事業実施数（平成 25 年度）

部屋 主な自主事業名 自主事業数 入場者数

多目的ホール

クラシック、講演、ポップス、ジャズ

ワークショップ、伝統芸能
（「ベルリン・フィルハーモニー・ヴァイオ

リン・アンサンブル」、「相模湖能「井筒」」、

「さがみこ音楽創造ワークショップ」、猪俣

猛 JAZZ オーケストラ等）

23 本（25 日） 2,978 人

ギャラリー

現代美術展、サブカルチャー店、伝統芸

能美術展、フラワーアレンジメント
（D.A.M 水源地の芸術展（現代美術）

第 2 回ダムマニア展（サブカルチャー）等）

7 本（53 日） 2,245 人

その他（研修室） 趣味（「囲碁・将棋を楽しむ会」等） 6 本（8 日） 249 人

計 36 本（86 日） 5,472 人
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３．施設運営の基本的な方針

■全体コンセプト

人・自然・文化の共生～アクアロジカル・ハーモニーセンターへ～

水源地域の活性化に、文化面からアプローチします。文化人のファンを増やし、

自然の中での文化活動を促進し、水源地域の新しい魅力づくりを目指します。

私どもは、すばらしい響きのあるホールをもつ相模湖

交流センターを、水源地域の活性化のための文化拠点

として、①豊かな自然を背景に、文化を鑑賞し育む場

の創造 ②水源地の活性化に、文化と観光の拠点とし

ての新しい魅力を創造 ③音楽文化への貢献の 3 つ

を基本方針として、管理運営していきます。文化人の

ファンを増やし、自然の中での文化活動を促進し、水

源地域の新しい魅力づくりを目指します。

・ホールにおいては

一流の舞台芸術・芸

能を提供

・ギャラリーにおい

ては個性豊かな美術

展等を開催

・地域の教育・文化

団体の発表の場

・一流の音楽家によ

るワークショプや合

宿

１

豊かな自然を背景に

文化を鑑賞し

育む場の創造

２

水源地の活性化に、

文化と観光の

拠点としての

新しい魅力を創造

・観光地としては頭

打ちの現状の中、当

施設でのイベントを

水源地に人を招く要

素としていきたい。

・水源地域の魅力の

アピール（例：音楽

合宿）

・賑わい効果、観光

振興、地域活性化へ

の地元観光協会や

JR の期待に応えた

い。

・ホールの音響の良さと名器ベーゼンド

ルファーを有する施設として、音楽家や

録音会社からの録音予約が殺到してい

る。音楽雑誌でも「録音のすばらしい場

所」として紹介されている。

・後世に残る音楽ソフト作りの重要な拠

点としての意義を有する。

３

音楽文化への貢献
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４．管理運営業務についての全般的な方針

ア）基本方針

①基本的な考え方と具体的な方策

上記理念のもと、当施設では、指定管理期間（5 年間）を通じ、以下の基本方針を掲げて取

組みます。

②目標設定 （平成 32 年度）

上記の理念と基本方針に基づき、次期指定管理期間の各種目標値を以下の通り設定しました。

【目標値１ 設定理由】

●新年度の行事開催、音楽家の合宿等承知活動に努力する。

●高齢化が進み、かつ地元のイベント・開催日数等が縮小しているため、25 年度を基準

とする。

【目標値２ 設定理由】

●若年層の利用に向けて、ネットによる広報活動等により１０代～３０代の若年層の来

館者が増え、２５年度は３０％となった。今後さらに若年層向け自主事業を企画し、４

０％へと伸ばしていく。

【目標値３ 設定理由】

●下流域や遠方からも当施設に来館してくれる集客力のある事業を実施することにより

新たな来館者を増やし、水源地の理解者を増やしていく。

指定管理期間（５年間）を通じ、以下の通り取組みます。
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５．管理運営を行うにあたって

ア）当社が重視する公の施設の管理運営の４つの姿勢

何よりも「利用者満足の最大化」を一番に掲げて施設の管理運営に臨んでいます。

指定管理者として特に重要であり、揺るがすことができない【４つの姿勢】は次の通りです。

イ）当社の基本的な運営姿勢

《アクティオの基本姿勢》

私どもは、人と人とのふれあいの場を、優れた接遇によってより楽しいものにしていただくこと

を喜びとし、最良のふれあい空間を創ることで社会へのお役立ちをしたいと考えています。

弊社の運営について、｢アクティオのある所、いつも笑顔がある、楽しさがある、安らぎがある｣

よくこのようなありがたいお言葉をいただきます。

もちろん、そのスタッフは全員ホスピタリティを心得たプロフェッショナル、きめ細かな心づか

いと臨機応変のすばやい行動力、そして安全が的確に配慮された環境の下、心地良い雰囲気と安

心をご提供し、ご来場者と設置者双方のご期待に高水準でお応えします。

「来て良かったね」「また来たいね」

お越しいただいたお客様にそう思っていただけることを至上の喜びとし、私どもは常にパーフェ

クトを求めて綿密にそしてダイナミックに行動します。

私どもは、公の施設やイベントの運営管理サービスを極めて高い品質で提供し続けられるエキス

パート集団を常に希求しチャレンジします。
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ウ）当社の管理運営方法

①ＰＤＣＡマネジメント・サイクルの確実な実行

私どもがめざす管理運営は、企業の理念「出会い、交流、向上」の喜びと感動を提供するこ

とにより社会に貢献するため、管理の仕組みを構築し、Plan-Do-Check-Action の PDCA

マネジメント・サイクルを確実に回し、継続的な改善を図っていくことです。

●本事業計画を効率的に実行することが可能な組織を編成（Plan）。

●計画を実行（Do）過程で、本社が施設における各種業務を管理し、実行を指導・統制

●予実管理/目標管理により、各種計画をチェック（Check）

●その対応策を講じて継続的な業務の改善を重ね（Action）、設置目的の具現化

②実施管理/予実管理・目標管理

提供サービスの品質維持・向上を実現するため、予実管理・目標管理を実施しています。予

実管理・目標管理の方法は以下の通りです。

【管理組織体制の整備】                                             

計画を達成するため、館長・本社施設担当が全職員・スタッフを指導･チェック・管理し

ます。職員・スタッフは館長が、館長は本社施設担当がそれぞれ管理する仕組みです。

PDCA を有効にするため、定期的な全員ミーティングを実施しています。

当施設に関わる当社の全従事者（本社施設担当・館長・副館長・職員・スタッフ）が、計

画の進捗や業務上の問題・課題等を共有し、次の行動を修正していきます。セルフモニタ

リングのチェック機能も、これらと同時に働くものとして大変有効です。

※１）CS：顧客満足度 (Customer Satisfaction の略)  ※２）ES：従業員満足度 （Employee Satisfaction の略）

【予実管理についてのミーティングの開催】

利用実績が年間計画に対して大きな乖離があったり、計画に比べ相当遅れていたりする

場合などは、その不具合を関係者と管理者が早期に認識します。さらには理由を把握する

ため、定期的に予実管理ミーティングを実施し、理由や原因を見つけ出し明確化していま

す。

ミーティングの開催は毎月１回の月次定例ミーティングを基本とし、必要に応じ逐次開

催しています。

【対策の検討・実施】

予実数値や目標に大きな差異や異常値があった場合、月次定例ミーティングで原因等を

解明します。そして対応策を講じ、これを次の行動へ組み入れることにより、その軌道修

正を行っています。これら一連のしくみを継続的に行うことが、計画を効率的に達成する

方法であると考えています。
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③オールＡ評価の最優良施設としての真価と責任

●オールＡ評価の最優良施設として横浜市や、板橋区等多くの自治体から高い評価！

当社の管理運営に対して、横浜市、板橋区や中央区等から、優良施設の指定管理者企業と

して、高い評価を受けています。

※参考資料として平成 22 年度に横浜市より授与された表彰状を提出します。

【１34 に及ぶ管理運営施設】

現在、管理運営している公の施設数は、指定管理者として管理運

営する施設９８、運営受託施設３６、両者合わせて１３４施設に

及びます。これらを通じて培ってきた高いサービス品質、安定し

た人員供給体制のもと、当施設でも当計画の的確な実行により、

利用者満足を図り続けます。

６．公平・公正な利用の確保

ア）基本方針

■正当な理由なく施設利用を拒むことや不当な差別的扱い

をしません。（地方自治法第２４４条を遵守）

■公の施設だからこそ、わけ隔てのないサービスを提供し

ます。

■公の施設運営者として、「民間企業だが、公務員として見

られる立場」であることを理解し接遇します。

■利用者の公平・公正な利用を確保するとともに、高齢者や障がい者等へ配慮ある対応をし

ます。

イ）仕組みの公平さ

①基本的な考え方と具体的な方策

【利用者に対して明確で透明性をもったルールを定め、公平さを確保】

●インターネットによる申込みなど利用者の利便性を考慮

●利用ルールやマナー違反者（特定の団体や個人による既得権的な独占利用等）には規則

に則り、不承認・利用許可の取り消しを適正に実行

【利用申し込みルールは業務マニュアルに整備】

●当施設の利用申込は、先着順となっています。

仕組みの公平さ 情報提供および方法（媒体）の公平さ 接遇の公平さ

公平な利用のための 3 つのポイント
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貸館利用

申込み条件 施設利用対象者、利用方法、施設利用の不許可や利用の制限

申 込 み 方 法（ 手 続

き）
登録、申込み、減免、利用許可、料金収受、キャンセル等

当日利用方法 入退室時間、備品利用方法

事業参加手続き 申込み方法

ウ）情報提供および方法（媒体）の公平さ

①基本的な考え方と具体的な方策

私どもは、「施設の利用方法・ルール」を公表し、以下のように利用者に周知しています。

●利用方法などの必要情報は受付窓口で閲覧できるようにすぐにわかる位置に整備

●各種印刷物及び WEB による情報発信

●ホームページを閲覧できない場合の対応策として、施設内での掲示や貴県の広報、町内会

の掲示板や回覧も積極的に活用

提供する情報

施設の存在そのもの、名称、所在地、アクセス方法

施設概要、施設の設置理由や目的、利用対象者

利用方法、ルール

各事業（セミナー・講座・教室など）に関すること

情報を提供する方法（媒体）

受付での閲覧や案内板での掲示情報提供をするための印刷物の作成、配布

情報提供をするための印刷物の作成・配布

施設概要パンフレット、定期情報紙、事業チラシやポスター

施設専用ホームページ

行政の広報紙、一般紙、タウン誌等への記事掲載 駅前掲示板

その他公の施設を含む集客施設への配布・掲示

ホームページ           施設案内パンフレット         

                           相模湖駅のポスター掲示

②情報提供および方法（媒体）の公平さにおける今後の提案事項

･これまでの成果･

私どもは、当施設の利用をできるだけ多くの方にお知らせするため、ホームページやポス

ター、チラシのほかに、Twitter や facebook でも施設情報を発信しています。
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また、利用者登録をした方は、予約申し込みや、抽選の申し込み、あるいは予約状況の確

認を「神奈川電子自治体共同運営サービス」（e-kanagawa）にアクセスしやすいよう、

ホームページに掲出しています。

予約等は e-kanagawa へ。    Twitter と facebook でも。

･今後の提案事項･

・今後は、音大生等向けの合宿利用促進パンフレット等を作成して、

ターゲット別アプローチを進めていきます。

エ）利用者への接遇の公平さ

①基本的な考え方と具体的な方策

私どもが最も気を付けていることは接遇での公平さです。あらゆる利用者に対して正当な理

由なく差別的な対応はしません。

●施設職員の研修・育成に注力し、利用者に対して分け隔てなく適切な言葉づかいで対応

研修の実施

人権研修

接遇研修（対面・電話）

「見られ公務員」研修

民間企業の従業員が指定管理者として公の施設で勤務する際、利用者

からは公務員のように思われることを理解させ、指定管理者として適

切な言動ができるようにする研修

OJT やリカレント研修

接遇の統一と

改善の仕組み

接遇マニュアルの作成と見直し

情報共有のための引継ぎ、ミーティング

利用者の声やアンケート、定期的なセルフモニタリングの実施

受付に老眼鏡やルーペ、筆談器を設置

②高齢者や障がい者への配慮

【接遇・支援の基本的な心構え】

●人権を尊重し、プライバシーに配慮

●高齢者・障がい者の意向を尊重した補助・支援

●高齢者・障がい者の立場に立ったわかりやすいコミュニケーションや安心感を持たれ
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る接遇

【高齢者への具体的配慮】

高齢化社会が到来し、地域の公の施設の利用者も高齢者が増加。高齢者も趣味を持ってい

きいきと元気に利用できるよう、様々な配慮をしています。杖の使用や車いす利用者に気

づいたら、職員は「どのようなお手伝いが必要か」を聞きます。

●雨の日は床の水ぬれをこまめに拭いて滑らないよう配慮

●受付には、ルーペや老眼鏡等を用意

聴覚障がい者への配慮 視覚障がい者への配慮 身体障がい者への配慮

・『耳マーク』カードを受付に

設置

・筆談によるコミュニケーシ

ョン等の配慮

・肩に手をかけてもらっての誘

導（写真下）

・クロックポジション（時計の

針を使った方角のご案内）等

に留意

・大きな文字、絵やイラスト等

の使用によるわかりやすい表

現

・「車いす」を用意し、受

付にいる職員が案内
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１ 指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針

（１）指定管理者としての基本姿勢及び委託の考え方

イ 業務の一部を委託する場合の業務内容等

業務の一部を委託する場合、委託業務の内容、委託先の選定方法等について、記載してください。

１．委託業務の内容と委託先の選定方法  
委託する予定の業務と委託先は以下の通りです。神奈川県内の企業を優先に、業務内容によ

って最適の企業への委託をしています。

業務区分名 業務名 業務内容 委託を行なう理由

清掃業務

日常清掃業務 清掃業務
専門的な知識を要する業務

のため

定期清掃業務 清掃業務
専門的な知識を要する業務

のため

特別清掃業務 清掃業務
専門的な知識を要する業務

のため

施設保守点検業務

機械設備遠方運転監視

業務
設備運転及び監視業務

専門的な知識を要する業務

のため

建築物環境衛生業務 法定点検業務
免許及び専門的な知識を要

する業務のため

設備定期保守点検業務 法定点検業務
免許及び専門的な知識を要

する業務のため

消防設備保守点検業務 法定点検業務
免許及び専門的な知識を要

する業務のため

夜間機械警備業務
監視業務及び緊急時対

応

専門的な知識を要する業務

のため

自家用電気工作物点検 定期点検業務
免許及び専門的な知識を要

する業務のため

その他保守点検業務 点検業務他
専門的な知識を要する業務

のため

施設保守点検業務

（舞台関係）

舞台機構設備保守点検

吊物機構・舞台迫り機

構・制御盤・操作盤等の

保守点検業務

専門的な知識を要する業務

のため

舞台照明機構保守点検
舞台照明設備の保守点

検業務

専門的な知識を要する業務

のため

映像・音響設備保守点

検

映像・音響設備の保守

点検業務

専門的な知識を要する業務

のため

電動式移動観覧席保守

点検

電動式移動観覧席の保

守点検業務

専門的な知識を要する業務

のため

ピアノ保守点検
ピアノの調律・保守点

検業務

専門的な知識を要する業務

のため

舞台運営管理業務
舞台関係のオペレーシ

ョン業務

舞台・照明・音響設備の

操作等

専門的な知識を要する業務

のため
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２ 施設の維持管理

（１）施設の特性を踏まえた維持管理

ア 施設の特性を踏まえた保守点検、清掃、警備業務等の維持管 理業務についての実施方針

相模湖交流センターの施設及び設備の状況を踏まえ、施設機能の十分な発揮、利用者サービスの向上等の観点から、日常の保

守管理、清掃、修繕等について、別紙２の業務基準「１ 施設の維持管理に関する業務」の項を確認の上、指定管理業務を行な

う際に改善や提案したい点も含め記載してください。

１．維持管理の基本的な考え方（方針）
「総合的なマネジメント力」を発揮し、清掃・衛生管理・保守点検などの業務を的確・スム

ーズに行い、利用者に安全・安心を提供すると共に、ホスピタリティあふれた快適な施設空

間を提供します。

■法令を遵守し、効果的な管理を行います。

■管理コストのムダを徹底的に削減します。

■保守点検業務は、法令通り実施徹底すると共に、不具合時は迅速に対応します。

■設備の長寿命化と修繕コストの削減に努めます。

■効果的な清掃により、環境負荷を軽減します。

■協力会社スタッフへの教育・指導の充実により、ホスピタリティあふれる維持管理業務を

行います。

２．維持管理の具体的な取り組み

ア）効果的な管理と法令遵守

①当社による総合管理のもと、専門会社が維持管理業務を実施

●当社が管理、監督し、それぞれ専門会社へ委託する体制

●専門会社とは 4 年間の信頼と実績のある関係で、当社の他の指定管理施設でも、共に協力

関係を築く

●経験豊富な設備担当を配置し、指導・アドバイスを実施

【各部門の役割】

設備担当

（本社）

経験豊富な担当者による直接指導・監督

（立会い）

館長

（施設）
各維持管理業務立会い、業務報告受理

専門会社

（委託先）

仕様書等に基づいた各維持管理業務の実

施
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【協力会社へ委託】  

●信頼性の高い専門の協力会社に依頼

●地元に企業がある業務については積極的に地元還元に貢献

②法令遵守

１期目同様、建築基準法、電気事業法、建築物衛生法、水道法、消防法等に基づき、維持管

理業務を確実に履行します。

イ）管理コストの削減

私どもは、1 期目に引き続き徹底した省エネルギー対策を図ることで、必要経費を抑えます。

省エネモード等

への切り替え

照明器具

照明器具は天候や利用状況に応じて、照度を調整

照明管の間引き（安全衛生上または利用者に支障がないことが前

提）

水洗トイレ バルブ調整による水量・水圧の調整

利用者への

意識喚起

お手洗いや水道利用箇所に「節水」サインを貼付し、節水への協力を利用者にも喚起

ムダのない温度設定等を心掛け、節電意識を徹底（夏期２８℃、冬期２２℃）

ウ）保守点検業務の実施徹底と不具合時の迅速な対応

①保守点検業務計画と実施徹底

●保守点検の都度、「点検チェックシート」により適切な保守点検業務を実施

●不具合があった場合は、その結果報告から緊急の度合いを検討したうえで、実施時期を計

画

●すぐに対応が必要で実施できるもの → 即時対応

●すばやく対応が必要だがすぐに実施はできないもの → すばやく所管課と協議

●時間的余裕はあるが実施が必要なもの → 中長期計画を立てて対応時期を決定

②日常の巡回点検と迅速な対応体制

●維持管理の協力会社スタッフは施設内を巡回し、設備等の点検を実行

●巡回については、「点検マニュアル」に定め、安全や維持管理の観点から重要な点を中心に

電気量を約４割節減

私どもが指定管理者となって

すぐに節電に取り組み、電力使用

量を約４割に節減しました。

今後も節減努力を継続していき

ます。
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見て回り、その結果は「巡回報告書」に記録

エ）機械警備業務について

●職員・スタッフによるこまめな巡回と機械警備

火災や建物侵入を防ぎ利用者の安全・安心と施設を守ります。

●機械警備は、防災／全日作動、防犯／閉館後および休館日に作動

オ）備品管理業務計画

備品を良好な状態で長く使い続けるため、日常の適正な管理を実施します。入念な日常点検

や手入れが、故障や破損による思いがけない事故防止につながり、リスク回避と修繕費の縮

減が図れます。

施設備品と当社持ち込み備品を別々に管理し、1 年に一度は備品の棚卸を行い、数量を管理

します。

●施設職員・スタッフの日常点検と備品の使用方法の研修

●電源を伴う備品は初心者使用講習会の実施

●利用者への口頭による説明、備品の説明書の添付

●貸出備品の返却時の備品の状態確認の徹底

●備品台帳に基づく管理

カ）設備の長寿命化と修繕コストの削減

建物や設備の機能及び性能を維持していくことは利用者への安全管理・衛生管理にもつなが

ります。

①中・長期的な視野に立った修繕計画

●指定管理期間だけでなく指定管理期間以降も見通した中・長期修繕計画を立案

補修・修繕が必要になるのを少しでも遅らせるため、計画的に清掃の実施や、建物・設備

の点検・部品交換等を実施します。

●ライフサイクルマネジメントを重要視した取組み

耐用年数を把握した上で、建物・設備の管理計画を策定し、機能や財産価値の長期保持を

目指すライフサイクルマネジメント※１）を考慮した管理をしていきます。建物や設備の機

能及び性能を維持していくことは、利用者への安全管理・衛生管理にもつながります。
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計画的な維持管理
補修・修繕が必要になる時期を少しでも遅らせるために、計画的に清掃の実施や、

建物・設備の点検・部品交換等を実施

予防保全
建物・設備・備品類は大きな不具合を起こす前に、日頃からの細やかな点検と早め

の手入れによる性能の維持

データの蓄積
日常点検等によるデータの蓄積や、設備等の修繕履歴を分析し、ライフサイクルマ

ネジメントの視点に立ち、効率的な建物保守を実現

②長寿命化の方策

年間の保全計画、事故及び修繕記録、運転監視・

保守点検記録、光熱水費等の記録から、長期的な

修繕工事等をあらかじめ予測し、検討しておきま

す。

③維持管理業務の改善計画とＰＤＣＡ

維持管理費用の削減は、全職員が日々の削減活動

を地道に積上げることによって実現できます。

キ）施設特性に応じた効果的な清掃

●施設の清潔さは、利用者が施設価値を判断する大きな要素

●清潔で気持ちの良い施設環境は、利用者満足度や施設のリピート利用に直結

●利用頻度、施設の仕上げ材質等を考慮した年間清掃管理計画を立案・実行

①日常清掃

●経験豊かな清掃スタッフを配置

●職員・スタッフも施設巡回で目視点検やゴミ拾いを率先し、清潔で

快適な施設を維持

●前日の利用状況を確認し、効率的に清掃

●開館中は利用者への「気配り」や「お声掛け」に注力

●作業終了後は点検表にチェックし、館長が確認

※１）

■施設の長寿命化を考慮した改修のイメージ
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     ②定期清掃

●使用頻度と汚染度合に応じた業務の実施

●適切な分別による廃棄物処理

●施設特性に配慮した清掃法の実施

●環境や仕上げ材に配慮した洗剤、薬剤の選択的使用

【実施日】

利用者の利用の妨げにならないよう配慮し、施設の休館日に実施します。

（不可能な場合は利用者の少ない曜日・時間帯に実施）

【日常清掃との兼ね合い】

日常清掃において部分的に汚れの除去を行うことで、定期清掃の作業工程を減らすこと

ができ、清掃費用を縮減します。

先進の環境負荷低減のグリーンクリーニングを採用

清掃の委託先企業は、平成２８年４月から、相模湖交流センターの清掃業務に、環境負

荷とコスト低減、施設の延命化の効果が期待される「ワスクル○R グリーンクリーニン

グ」を導入する予定です。

これは、施設内の美観を色や粉塵量で数値化することで、その汚れ具合を箇所別に管理

し、汚れ具合に応じた清掃を行うもので、特に水を使わない清掃により汚れる前に美観

を改善、カーペット素材をいためず、張替え寿命を大幅に伸ばします。

これにより CO２排出量は８３％の削減となります。また、階段とトイレを除く床清掃は、

資源循環型ワックス管理と水研磨作業を行うことで、廃液を大幅に削減します。

中間清掃    

汚れる前にきれいにする

ビル新聞に掲載された記事
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維持管理

募集要項（別紙２）維持管理及び運営等に関する業務の基準、1 施設の維持管理に関する業務 に記載のとお

り、(1)保守管理業務、(2)施設の清掃等に関する業務、(3)防災・安全確保業務を行う。

①平成２８年度～保守管理業務年間作業予定表

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備考

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月１回

○ 年１回

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日（２４時間）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月２回

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日（２４時間）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日（２４時間）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ７日毎

○（２７） ○（１０） それぞれ年１回

○ 年１回

○ 年１回

○ ○ 年２回

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月１回

○ ○ 年２回

○ ○ ○ ○ ○ ○ 年６回

○ ○ 年２回

○ ○ 年２回

　 ○ 年１回

○ 年１回

○ ○ 年２回

○ 年１回

○ 年1回

○ 年１回

○ ○ ○ ○ 年４回

○ 年１回

○ 年1回

○ ○ ○ ○ 年４回

○ 年１回

○ 年1回

○ ○ ○ ○ 年４回

○ 年１回

○ ○ 年２回

○ 年1回

○ 年１回

○ ○ ○ ○ ○ ○ 年６回

○ 年１回

○ 年１回

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 月１回

○ ○ 年２回

○ 年１回

○ 年１回

○ ○ ○ 年３回

○ ○ 年２回

○ ○ 年２回

○ 年１回

○ ○ ○ ○ ○ 年５回

○ ○ ○ ○ 年4回

平成28年度～　　相模湖交流センター　年間作業予定表
作　業　項　目

自家用電気工作物点検

通常点検

定期点検

設備遠方運転監視・発停操作及び計測

設備運転及び警報監視

空調設備運転操作及び

スケジュール変更管理

温度、湿度、積算の計測

定期巡回点検
　　設備機器（衛生設備、空調設備、建築

　　設備、中央監視設備、電気設備）の点検

異常発報時の緊急対応

遠方操作による応急対応

技術者による調査及び復旧

修繕及び部品の交換の具申

建築物環境衛生管理（建築物環境衛生管理技術者及び危険物乙種４類を満たす者を選任する）

残留塩素測定（給水配管末端水栓）

水質検査（27項目及び10項目）

簡易専用水道検査

受水槽清掃（21㎥）

害虫駆除及び鼠防除（防除作業）

害虫駆除及び鼠防除（生息点検）

煤煙測定（吸収式冷温水発生機3基）

空気環境測定

（空気環境管理基準に基づく測定）

定期保守点検

中央処理装置点検　（中央監視装置及び
自動制御機器）

○
年１回

（系統別実施）

空調設備点検（冷温水発生機切換・調整3

基）シーズンイン点検

空調設備点検（冷温水発生機切換・調整3

基）シーズンオン点検

空調設備点検（冷温水発生機切換・調整3

基）チューブブラシ洗浄

空調設備点検（冷却塔点検整備3基）シー

ズンイン点検

○ ○

空調設備点検（冷却塔点検整備3基）シー

ズンオン点検

空調設備点検（冷却塔点検整備3基）シー
ズンオフ点検

空調設備点検（空気調和機点検5基）

空調設備点検（空気調和機点検5基）

中性能フィルター交換廃棄22個

空調設備点検（空気調和機点検5基）
プレフィルター洗浄

空調設備点検
（パッケージエアコン点検24台）

空調設備点検

　（ファンコイルユニット点検27台）

空調設備点検（ファンコイルユニット点検

27台）プレフィルター点検清掃

空調設備点検（ファンコイルユニット点検

27台）中性能フィルター交換廃棄

空調設備点検
　（全熱交換機点検14台）

空調設備点検（全熱交換機点検14台）プ
レフィルター点検清掃

空調設備点検（給排気ファン点検６台）

給排水衛生設備点検（ポンプ点検）
冷温水1次ﾎﾟﾝﾌﾟ：3台、冷温水2次ﾎﾟﾝﾌﾟ：4
台、冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ：3台

給排水衛生設備点検

　（加圧給水ポンプ点検１組）

給排水衛生設備点検
　（消火用補助水槽清掃0.5㎥）

給排水衛生設備点検

　（グリーストラップ清掃 80L）

給排水衛生設備点検

　（雨水排水管及び排水枡清掃）

建築設備点検
　（オイルタンク定期点検）

建築設備点検
（エレベーター保守点検１基）

建築設備点検

（自動ガラス扉保守点検３台）

消防設備保守点検（機能点検）

消防設備保守点検（総合点検）

舞台設備の保守管理

舞台機構設備保守点検

映像・舞台音響設備保守点検

舞台照明設備保守点検

備品の保守管理業務

電動式移動観覧席保守点検

ピアノ保守点検
（ベーゼンドルファー）

ピアノ保守点検
（アップライトピアノ）
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②平成２８年度～相模湖交流センター清掃業務（日常・定期・特別清掃）実施予定表

項　　　目 回数 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備　　　考

　屋　　内 毎日 2,159.78 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

隔日 126.98 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

週1回 97.59 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　屋　　外 毎日 830.29 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

隔日 2,944.00 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

週1回 1,916.86 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　磁器質タイル 年6回 296.72 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
エントランスロビー

情報コーナー

　　　〃 年3回 830.29 ㎡ 〇 〇 〇 ２Fテラス･ポーチ・回廊

　長尺塩ビシート 年6回 549.38 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　　〃 年3回 53.19 ㎡ 〇 〇 〇 ２F教材庫・厨房・３F階段

　　　〃 年1回 71.89 ㎡ 〇 １F倉庫

　タイルカーペット 年3回 352.26 ㎡ 〇 〇 〇 ホール前室・記念館・２F客席

　　　〃 年1回 74.09 ㎡ 〇 ピアノ庫・３F調整映写室

　リノリウム 年6回 387.54 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
１Fホワイエ・屋内階段

２Fホワイエロビー

　複合フローリング 年6回 898.93 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
アートギャラリー・舞台

２F喫茶室客席

　　　〃 年1回 42.25 ㎡ 〇 ホール可動席収納部

　塗布防水 年1回 98.60 ㎡ 〇 舞台下（奈落）

　コンクリート 年1回 15.49 ㎡ 〇 ２F投光室

　ニードルパンチ 年1回 9.52 ㎡ 〇 ３F階段室

　ゴムタイル 年6回 2.24 ㎡ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ELV

　ノンスリップタイル 年1回 44.36 ㎡ 〇 階段D

　ガラス 年3回 179.28 ㎡ 〇 〇 〇

　網戸 年3回 15.32 ㎡ 〇 〇 〇

　照明器具(ｶﾊﾞｰあり） 年1回 119 基 〇

　照明器具(ｶﾊﾞｰなし） 年1回 244 基 〇

  植栽管理 年2回 〇 〇

数量

日常清掃

定期清掃

特別清掃

植栽管理
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③長寿命化のための部位ごとの対応手法

●対応手法「Ａ」ランク

構造躯体への影響が大きいことに鑑み、使用年数や立地条件等を踏まえ計画的に対応する

もの

●対応手法「Ｂ」ランク

運転時間等を踏まえ、点検を開始不具合があれば故障や停止するまえに対応するもの

●対応手法「Ｃ」ランク

事後保全を実施していく部位

対象部位 具体例
対応手法

（ランク）
理由

建
築

屋根 屋上防水 Ａ 屋根・外壁の劣化に伴い、老衰の直接的な原因

となる可能性があるため。また、鉄筋の初錆に

よる構造躯体の劣化の原因の恐れがあるため。
外部仕上げ 外壁、シーリング Ａ

外部建具
シャッター、窓、鋼

製扉
Ｃ

建築基準法による点検（法定点検）が3年に1

回定められており、また、日常の使用で不具合

が発見できる。

電
気
設
備

受変電
受電盤・変圧器、コ

ンデンサ
Ｂ

電気事業法による点検が月1回・年1回・3年

に1回定められており、消防法による点検が6

月に1回・年1回有、頻繁な点検により不具合

が発見できる。

発電・静止型電源

（非常用電源）

非常用ガスタービン

発電

無停電電源装置

Ｂ
消防法による点検が6月に1回・年1回定めら

れ、点検により不具合が発見できる。

中央監視 中央監視制御 Ｂ 日常における操作により不具合が発見できる。

通信・情報
映像・音響

インターホン
Ｃ 日常における操作により不具合が発見できる。

通信・情報

（防災）

自動火災報知機

非常警報、非常灯
Ｂ

消防法により点検が6月に1回・年1回定めら

れていることに加え、日常点検により不具合が

発見できる。

避雷・屋外 避雷針、外灯 Ｃ

建築基準法による点検が3年に1回定められて

いることに加え、日常点検により不具合が発見

できる。

機
械
設
備

空調

冷温水発生機

冷却塔
Ｂ

冷暖の切り替え時や運転管理により不具合が発

見できる。

パッケージエアコン

屋外機
Ｂ 日常における操作により不具合が発見できる。

排気・排煙 送風機、排煙機 Ｃ 窓やドアを開けるなどして、代替措置が可能。

給排水衛生
屋内給水設備

ポンプ
Ｃ

建築物における衛生的環境の確保に関する法律

により貯水槽の清掃を年1回、排水に関する設

備の掃除を6月に1回実施が定められており、

清掃に合わせて点検し、不具合が発見できる。

消火
消火ポンプ、消火栓

スプリンクラー
Ｂ

消防法による点検が6月1回・年1回あり、点

検を通じて不具合が発見できる

昇降機等 Ｂ

建築基準法に基づく点検が年1回、加えて自主

点検として月1回程度動作確認を実施し、不具

合の発見が可能である。
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２ 施設の維持管理

（１）施設の特性を踏まえた維持管理

イ 相模原市立相模湖記念館と連携した効果的・効率的な維持管理

相模湖交流センターは相模湖記念館との合築施設であることから、光熱水費、空調設備などの設備管理及び清掃などの共通

する維持管理費の執行、施設全体を良好な状態で維持していくための修繕、環境整備等に関し、効率的な事務処理に努める

必要があります。

今回、相模原市が相模湖交流センターの指定管理者に相模湖記念館の一部業務を委託する予定であることを踏まえ、相模湖

記念館と連携した効率的な事務処理方法について、具体的に記載してください。

１．相模湖記念館との連携

ワンストップサービス（OSS）による一体的・効率的管理を行います。

相模湖交流センター及び相模湖記念館の管理にあたっては、神奈川県及び相模原市から

与えられた業務について窓口を一本化し、本社及び施設職員が一体となった「ワンスト

ップサービス」による管理を行います。

■経費執行の適正管理も的確に実行

業務の効率化を行う中で、お預かりする指

定管理料及び業務委託費などの経費は堅

実に管理していかねばなりません。

私どもは現在の維持管理等に掛かる共通

費用の執行（現在では、神奈川県 9,149：

相模原市 851）の基準に基づき、適正な

経費管理と業務執行をしていきます。

具体的には弊社金銭管理コードを４コー

ドに設定し、コード毎での経費及び執行の

管理を行います。

■管理コードの振り分け体制

① 相模湖交流センター指定管理経費

② 相模湖交流センター利用料金

③ 相模湖交流センター自主事業経費

④ 相模湖記念館運営受託経費
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■同じ建物の施設だからこそ、温かで一体的な運営

相模湖交流センターと相模湖記念館は、複合施設であり、来館者にとっては、管轄が違

うことなどは関係なく、「同じ施設」だと感じます。

たとえば、相模湖記念館を見学しているときに設備に不具合があったら、1 階の受付に

連絡がきますし、ホールに来場された来館者にはぜひ、記念館も見ていただきたいとい

う思いで、お迎えしています。

また、相模湖交流センターの来館者にも是非、相模湖記念館も見ていただくため、受付

には、相模ダムのダムカードや、私どもで作成した「ダムマニア展」でのダムグッズも

販売しています。

さらに、2 階の喫茶では「ダムカレー」を提供するなど、全館をあげて、相模湖、相模

ダムの PR に努めていますので、この体制を次期も続けていきます。

        

                                                              

受付でのダムグッズ販売

受付で配布している

相模ダムのダムカード

2 階喫茶のダムカレー

相模湖記念館 重力式の相模ダムを模した

オリジナルダムカレー
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（１）利用促進のための企画・取組み

ア 水源地域における多様な交流活動の場を提供するための施設として、多目的ホールやアートギャラリーなどの

施設の特性を活かした利用促進のための企画・取組み

施設の設置目的や特性、立地等を活かした事業等の実施方針及び内容について、規模や経費面からの実現可能性を踏ま

えて、記載して下さい。

利用者拡大の取組み

１．利用者拡大への基本的方針
■新規利用者は効果的な広報活動と魅力的な事業等の実施、サービス向上により獲得してい

きます。

■既存利用者のリピート利用は地域との連携や、施設設備の効果的な活用、サービス向上に

より促進していきます。

２．具体的な取り組み

ア）効果的な広報活動

●不特定多数へ向けた広報活動から、コアな利用者へ向けたものまで情報媒体を複層的に積

極活用

●費用対効果の高いツール選択と運用をはかることにより、実効性を向上

●パンフレット・チラシ類等ＰＲツールを作成・設置

●館長以下、職員が施設外へ利用促進活動を実行

●当施設で活動する団体や個人に施設利用の紹介を依頼

イ）魅力的な事業等の実施 → 具体的な計画は自主事業の項を参照   

ウ）連携による利用機会の創出 → 具体的な計画は地域連携の項を参照

地域住民、団体、機関、施設等と連携することにより、様々な相乗効果が生み出され、地域
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全体の総合力が高まり、地域振興へ寄与できるものと考えています。

エ）施設設備の効果的な活用  

利用率の低い部屋に対しては、あまりコストをかけずに新たに備品等を導入することにより、

その部屋をこれまで以上に利用してもらえるよう工夫しています。会議室やギャラリーを利

用して、囲碁・将棋の講座等を始め、来館者が増えるなどの効果がありました。

オ）サービスの向上 → 具体的な計画はサービス向上の項を参照   

サービス向上の最大の目的は、利用者満足度を高め、施設価値を最大限にすることです。施

設価値向上の具現化したものが「稼働率アップ」や「利用者の増加」につながります。

サービス向上

１．サービス向上の基本的な考え方（方針）
■5 つの基本方針により、利用者満足度の向上、施設価値の最大化をめざします。

■「来てよかったね」「また来たいね」と感じてもらえるホスピタリティあふれる運営を行い

ます。

２．具体的な取り組み

ア）新たな利便性の提供

①アクセスの向上

･これまでの成果･

「来て良かったね」「また来たいね」と感じてもらえる運営

駐車場ゲートを自動化
私どもが指定管理者になる前は、施設前駐車場は、土

日のみ管理人による運営でしたが、より利便性を高め

るために、自動ゲートを導入しました。安全性と効率

性の面から、利用者の利便性を高めました。
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･今後の提案事項･

②飲食提供等の提案・見直し

･これまでの成果･

･今後の提案事項･

イ）有益な情報の提供 → 具体的な事業内容は広報の項を参照      

①有益で新鮮な情報の提供

相模ダムカレーの共同企画
２階の喫茶店は、障がい者就労支援施設の『青林

檎』が運営していますが、ダムマニア展をきかっけ

に、当施設の名物を作りたいという私どもの思いか

ら、”相模ダムカレー”を共同企画しました。相模

ダムの重力式ダムを模した白米によるダム堤と相模

湖の流木が浮かぶカレーは、全国のダムカレーの中

でも“正統なダムカレーで、しかもおいしい”と評

判です。相模湖のひとつの名物となっています。

相模湖リゾートグッズの紹介
相模湖リゾートとしてのお土産品を、地元企業と連

携しながら紹介していきたいと考えます。

自主事業の実施時にバス運行企画
地元では高齢化が進んでいるため、自主事業の実施時

（※前提条件として、不定期、旅行業法上の制約をク

リアした後、連携先等を模索した上で）に、来館者を

当施設に運ぶバスの運行を企画します。足の便がなく

来られない方のためへのサービスです。
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・設置目的に合った情報で、かつ多くの情報のなかから

選りすぐった、質の高い情報を提供

・こまめな情報更新

②情報の取得機会提供への努力

・施設独自のホームページの作成および告知

・HP 等による情報を取得しにくい場合の配慮として、

自治会回覧を活用したチラシ等の挿入

ウ）おもてなしの心あふれる接遇

職員のさわやかな笑顔での出迎えや気持ちのよい対応は、

なくてはならない基本的なサービスの１つです。

①おもてなしの心がサービスの基本

サービスは人が人をもてなす一期一会の熱い心。「おもてなしの思い」が必要不可欠です。「相

手が望むことに“気づき”その立場を理解し具体化する」ことを大切にしています。

②かゆいところに手が届く、ちょっとした心遣い

利用者の多様なニーズに対応した窓口サービス（老眼鏡やルーペ

等）を提供します。高齢者、子ども、赤ちゃん連れのママ、障がい

者、それぞれの潜在ニーズにできる限り対応するよう、準備して

います。

エ）魅力ある事業の提供

●利用者ニーズに応えた事業の実施

●施設の設置目的の具現化

●稼働率の向上等

●新規利用者獲得

オ）快適な雰囲気空間の提供   

快適な雰囲気空間の提供―― 当たり前のようでも実現は難しく、ここに運営者の思いや力

量が大きく影響してきます。

●安全・安心への配慮

●信頼感確保の誠実な対応

●非常時・緊急時の体制づくり

●個人情報保護の徹底

●施設自体の清潔さ・快適さの保持

●過不足のない館内サイン
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（１）利用促進のための企画・取組み

イ 自主事業の有無 （ 有 ・ 無 ）

有の場合は、自主事業の内容等を記載

１．設置目的を実現し、求められる役割に則った事業企画
私どもは相模湖交流センターの設置目的を実現し、集客により地域経済の活性化に寄与す

る重要な手段として自主事業を位置づけ、以下の事業企画方針に則り、運営していきます。

ア）自主事業の企画方針

管理運営方針 自主事業の開催意義 事業内容

１．豊かな自然を背景

に、文化を鑑賞し育む

場の創造

①水源地の自然と人のふれあ

い

●集客力のある事業  

●自然と触れ合うイメージの事業 等

②自然の保全 ●自然を紹介する事業

●自然に気づく事業

●自然を感じる事業 等

２．水源地の活性化に、

文化と観光の拠点とし

ての新しい魅力を創造

①多様な交流 ●地域との交流

●世代間交流

●国際交流

●多様な交流
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②活性化 ●地域活性化に寄与する事業

③上流域と下流域の交流 ●下流域からの来館を促進する事業

●情報発信事業

３．音楽文化への貢献 ①施設 PR と施設価値の最大化 ●録音利用の促進

イ）これまでの自主事業の実績と今後の実施計画

自主事業の実績と今後の実施計画は以下をご覧ください。

エ 必要に応じて添付する書類

・自主事業の実施計画及び収支計画
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（１）利用促進のための企画・取組み

ウ 利用の促進を図っていくため、指定管理期間中の年度の目標来館者数、目標利用率及び目標利用料金

収入

次のｱ)からｳ）について設定し、設定の考え方も併せて記載してください。

※ 利用率＝利用日数/利用可能日数（開館日－施設点検日等）

ア）相模湖交流センター来館者数

項目 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

来館者数
53,100

人

53,200

人

53,300

人

53,400

人

53,500

人

平成 25 年度 平成 32 年度

若年層の来館者
（10 代～30 代）

30％ 40％

初めての来館者 52％ 60％

＜設定の考え方＞

高齢化が進む地元では地元主催のイベントの参加人数、開催日数が減少傾向にある中で

も、25 年度の来館者数を基準として目標設定値とします。

高齢者の来館が減少する中、来館者を増やすために、2６年度は新たに学校等複数の団

体の行事開催招致に成功。今後も新団体の行事開催、音楽家の合宿等招致活動に努力す

ることで、10 代～30 代の若年層の来館者を平成 25 年度の 30％から 40％に増加さ

せるため、広報や営業強化により実現します。

また、32 年度までの目標として、「初めての来館者」を平成 25 年度の 52％から 60％

にまで増加させます。

イ）多目的ホール

項目 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

利用率 90％ 91％ 9２％ 9２％ 9２％

利用料収入 3,900 千円 3,950 千円 4,000 千円 4,000 千円 4,000 千円

      ＜設定の考え方＞

営業努力が実ってきており、新しい利用者が増え利用率が 25 年度は 90%を超えまし

た。25 年度の利用率、利用料収入を基準として目標利用率を設定します。
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ウ） アートギャラリー

項目 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

利用率 60.5％ 65％ 70％ 70％ 70％

利用料収入 513 千円 513 千円 513 千円 513 千円 513 千円

＜設定の考え方＞

アートギャラリーの活性化に取り組んでおり、ギャラリーでのイベントを毎月開催する

ことにより、70%を目標値とします。加えて、減少傾向にある録音業者のギャラリー利

用（静かな環境維持のため）を促していくことにより目標値の実現を図ります。
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（２）現状分析・課題把握

現状の分析や課題の把握

（提案時における現状の分析や課題についての考え方、及び指定管理期間における現状分析の方法や考え方等を記載して下さい。）

１．現状の分析（アンケート→分析→課題抽出→PDCA）

私どもは、定期的に利用者アンケートをとり、施設運営に反映させています。また、自主

事業を開催するごとに来場者アンケートをとり、当施設の利用者特性を分析し、ターゲッ

トに応じた事業企画を行っています。

以下は、最新のアンケート結果です。

ア）利用者特性

■年齢構成
１０代は前年度比約２．５倍、２０代は４倍、３０代は３．５倍と、より幅広い年齢層が来場。

前年度と比較すると、前年度最も多かった６０代の来場者の割合（37％）が約２分の１にまで下がり、

その他の年齢層が増加の傾向にあります。全体の割合から見るとまだ少ないものの、１０代は前年度

比約 2.5 倍、２０代は４倍、３０代は 3.5 倍、４０代も約 2 倍と、より幅広い年齢層が来場しまし

た。

■居住地域
神奈川県から６０％、東京から２５％、神奈川県では約２５％が緑区外から来場。

東京都からの来場は、前年比８％の増加となりました。地理的、交通的要因を考えれば、八王子、町

田などの近郊都市には更なる集客ができると見込まれます。地元緑区からの来場者は７割近くを占め

ており、水源地域の住民に対する文化的催事の提供という当施設の使命は充分に達成されていると考

えられます。

■認知手段
口コミが強く、次いでチラシ・ポスター、ＤＭ。インターネットが１３％と大きく上昇し、若年層を呼び込む。

認知手段は、最も高い割合を占めたのが前年同様「知人・家族」からという、いわゆる口コミで、

42％に上りました。

■希望する催し
１位クラシック、２位ジャズ・ポップス、３位落語・能。

希望する催しは、音楽コンサート(クラシック・ジャズ・ポップス)の希望が 69％と最も多く、根強

い要望があります。今年度は開催しませんでしたが、オペラやミュージカルをという要望も見られた

ため、今後検討する余地があると思われます。

アンケート：平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月までの来場者 3,065 人中 1,391 人から

回答を得た。回答率 45％。※アンケート回収のため、クリップ鉛筆を用紙にはさむなど

工夫を凝らして高回収率を実現。
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■当施設での鑑賞経験
「初めて」は半数。一人でも多くの来館者を呼び込む。

相模湖交流センターでコンサートを鑑賞するのが初めてという人が半数以上を占めています。これ

は、先の【居住地域】でも明らかなように、地元のみでなく八王子・都心からのお客様が増え、相模

湖交流センターに初めて来場する方が多くいるという証左といえます。

■職員の対応満足度
大多数の来場者が「満足」。

職員の対応満足度については「とても良い」と「良い」を合わせると 97％となり、大多数の来場

者に満足していただいているとみられます。

■総括
前年度のアンケート結果よりも、若い世代の来場者に増加が認められたことは良い傾向です。他方、

高齢者にとって魅力ある催事も、今後一層積極的に開催していく必要も感じました。

なお、10 代、20 代については増加したとはいえ、全体から見ればまだ多いとはいえないため、今後

もより一層の集客に取り組みたいと考えます。

アンケート内容を見ると、「相模湖交流センターでは音楽・美術の催事をおこなっている」ということ

が地域に根付き、相模湖交流センターの催事を楽しみにしている固定客の増加を感じられます。この

傾向をより高めていくよう、より質の高い催事を企画していきたいと考えます。

職員及び施設に対する満足については、昨年同様高い数値を得ました。アンケートのコメントにも、

「おもてなしの心」が感じられたというお褒めの言葉をみることができます。今後もすべての来場者

に心地よい応対ができる職員育成を継続していきます。

施設については 25 年度 2 月に各部屋、外観の修繕を行いました。保守・メンテナンスを充実し、利

用者が気持ちよく過ごせる相模湖交流センターづくりを引き続き進めていきます。

主催事業については、アンケートの結果からも明らかなように、バラエティに富んだ内容にもかかわ

らず、どの催事においても概して高評価を得ています。地域の方にも、都心からの来場者にも魅力の

ある催事を引き続き企画していくほか、都市部からの集客にも改めて積極的に取り組み、来館者の絶

対数を増やしていきます。

詳細な現状分析は、巻末の 「その他参考資料」を

ご覧ください。
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２．課題の把握と解決策
相模湖交流センターを管理運営する上での課題は、大きく 3 つあります。

この課題を管理運営の工夫により改善に向かうよう、努力していきます。

地域の高齢化が進み、来館者減少につながっている。課題１

若い世代の来館者が漸増とはいえ、絶対数が少ない。

地域全体の経済力が低下し、新たな活性化策が求められている。

課題２

課題３

課題１の解決策

１．東京や相模原以南地区からの集客

インターネットによる様々なサイトを活用するなど、

積極的な広報活動に注力することにより、広範な地域からの集客を目指します。

また、多摩地域をテリトリーとする楽器店等とも継続して連携を図り、

相模原市民会館や南足柄市文化会館等、当社管理運営施設とも強い連携により、

広報活動を拡大していきます。

課題 2 の解決策

２．魅力ある事業の提供

水源地域の新たな魅力を創り、地域活性化に寄与するため、

遠方からも、若い世代も、来館したくなる魅力ある事業を企画していきます。

現代美術展、ダムマニア展、金澤翔子の書展等の企画は、遠方から大勢が来館し

認知度が高いため、企画継続を検討するとともに、

集客力のある企画を今後も企画していきます。
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３．指定管理期間における現状分析の方法や考え方
私どもは、館長が地域懇談会に出席しており、地域での課題を話し合っているほか、アン

ケートや利用者の生の声、音楽家、他地域の有力者等、様々なご意見を聞きながら、課題

や解決策を模索していきます。

課題３の解決策

３．相模湖をアクア・ミュージック・リゾートへ

水源地域の新たな魅力を創り、地域活性化に寄与するため、

「相模湖アクア・ミュージック・リゾート」のイメージを訴求していきます。

海外では、「都心から少し離れ、豊かな自然にあふれ、水辺がある」まちは、

音楽祭等のイベントにその魅力を大いに発揮します。

相模湖は都心から 1 時間、森と湖と響きのいいホールという

要素がそろっています。

宿泊とレストランの多様さには欠けますが、地域活性化へ向けて、

努力するだけの価値はあると考えています。

昭和音楽大学、洗足学園音楽大学等、神奈川県内の音楽大学と連携を進めており、

今後はより一層その連携を深め、音楽合宿の場所としての利用を促進していきます。

現状把握

・アンケート

・地域懇談会

・利用者の声

・音楽家の意見

等による現状把握

数値化・比較・

予測・検証・

分析

課題抽出・解決策へ

・課題の抽出

・重点課題の絞込み

・解決策の立案

・解決策の実施
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（３）広報、ＰＲ活動

より多くの利用を図るために行う広報、ＰＲ活動の内容等

（事業内容や対象者等に応じた広報や、相模湖交流センターの認知度を高めるための広報について、その手法や媒体、時期、頻

度等を記載してください。

１．広報に関する基本的な考え方
私どもの広報の目的は以下の通りです。

■対象別に効果的な情報媒体を駆使した広報

活動を実施します。

■パンフレットやチラシ等ＰＲツールを作

成・設置します。

■館長以下、職員が施設外へ利用促進活動を行います。

■当施設で活動する団体や利用者による施設紹介（口コミ）での利用促進効果をねらいます。

ア）対象別に効果的な情報媒体を駆使した広報活動の実施

①広く一般に向けた施設専用ホームページ（以下、ＨＰ）の運用

情報量や即時性、誰もがどこでも情報受信できるという観点から効果的なツールです。

②高齢者には直接的な訴求効果が図れるよう情報媒体を活用
駅前掲示板、店舗等のポスター掲示は特に有効です。

③若年者へはソーシャルメディアの活用

施設の事業ＰＲという観点からツイッターやフェイスブックは有力な広報ツールです。

２．広報に関する具体的な内容

ア）ＨＰの充実と積極的活用

知りたい情報をすぐに得られる情報媒体として独自のＨＰを作成しています。情報の更新等

をこまめに行い、より見やすく、わかりやすく情報を提供していきます。

①ＨＰの主な内容

お知らせ/施設案内/申込/利用方法/事業案内/アクセス/空き室

情報（利用状況）/ブログ など。

ツイッターとフェイスブックを通じて、イベント情報等を提供すると

ともに、「ダムマニア展」などでは、来館者同士が交流すると共に、来

館者がさらに別な知り合いに来館を呼び掛けるという循環ができました。
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②検索上位ヒットへの仕掛け

私どもは、施設 HP の閲覧機会を高めるために、YAHOO! や Google に代表される検索ポー

タルサイトからのアクセス機会獲得の増加をめざし、施設名検索ではなく、キーワード検索

による上位表示の配慮・工夫（ＳＥＯ対策）を的確に行っています。

･これまでの成果･

・私どもは独自の HP を作成し、こまめに更新しています。「知りたいときに知りたい情

報をすぐに」得られることを基本とし、鮮度の高い情報をタイムリーに発信しています。

イ）強くアピールできるチラシ・ポスターを作成・配布

●“目につくか”“手に取ってもらえるか”を重視

●イラストや写真などを多用し、“魅せる”広報ツールを作成

●貼付場所や配布先はターゲット層が集まる場所（周辺の公の施設や交通機関、商店街等）

に配布・設置依頼

●チラシ等に地域の商店、会社の広告掲載も検討

徴収する広告費を制作費に充当できます。また、地域ぐるみで施設を盛上げることが大きな

効果につながります。

･これまでの成果･

私どもは一期目に以下の通り活動してきました。

こんな時にも

チラシ配布してきました！

・『相模湖湖上祭』等、地域のイベント時にチラシ配布

・『相模湖やまなみ祭』開催時、チラシ等の配布

・職員が周辺地域の住宅へチラシのポスティング

・相模原市職員および小中学生向けにチラシ配布

・近隣の文化会館で行うコンサートプログラムへのチラシ折込依頼

こんなところに

パンフレット・チラシを

配架依頼！

相模湖、藤野、高尾、橋本、上野原～大月、八王子他の、地域公共

施設（バス停、駅ナカ等）、飲食店、画廊、アートスペース、小売

店各所、音楽教室、スタジオ・ライブハウス等の各所にパンフレッ

ト・チラシ等を配架してもらっています。
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･今後の提案事項･

・相模原市の、水の恵みを受ける下流域及び中央線沿線の西多摩地域の方々に注目し

てコンサートに来てもらえるよう、広報に重点をおいていきます。

ウ） チラシラックを設置し、毎月の各種講座等を積極的に案内

●利用者がチラシを手に取りやすいように見やすく配置

●多くの人びとが行き交う相模湖駅などにもチラシなどの設置を依頼

エ）定期的に施設情報紙を発行・配布

●事業案内、利用者の声やスタッフのコラムなどを織り交ぜた内容

施設自体に興味を持ってもらえる（ファンになってもらう）ことで、スムーズで効果の高

い情報発信が期待できます。

オ）ツイッター、フェイスブック、メルマガなどでの情報発信

●より多くの人にリアルタイムで情報発信できる手段として、ソーシャルメディアを活用

当然ながら、個人情報等の取扱いには十分な注意を怠りません。

カ）神奈川県・相模原市等広報紙の講座やイベント案内欄への掲載

●当施設で開催する講座やイベント等の情報を市民に提供

駅前広場の掲示板
八王子ケーブルテレビ局との

提携
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キ）地域情報紙 (フリーペーパー）、コミュニティ FM 局、新聞、雑誌等

パブリシティの取組み
●積極的に「ニュースリリース」を作成・配布

●パブリシティ担当者とのルートづくり

･これまでの成果･

地元情報紙、コミュニティ FM 局、新聞、雑誌、ケ

ーブルテレビ等が、当施設の事業内容等を自社媒体

で取上げるよう、情報の提供や取材の促進活動を積

極的に行い、事業の周知・普及に努めてきました。

ク）広告宣伝…集客を必要とする事業などを宣伝する場合に実施

宣伝活動のために多額の費用をかけることはできませんが、施設の事業などを大々的に周知

すべき場合には広告掲載も必要と考えます。年間事業計画と併せ、広告計画も策定し、効果

的な広報活動も行なっていきます。

ケ）県内公の施設等への利用促進活動

●利用対象者が多く集まる他施設に当施設の広報ツールを設置することで新規利用者を獲

得

･これまでの成果･

ホール、市役所、図書館、生涯学習センター、公民館、地域センターなど、ターゲット層

が集まる市内の公の施設へ施設パンフレット設置や事業案内チラシ等の掲示を依頼して

きました。

コ）観光協会等との連携

●地域一体での広報活動

･これまでの成果･

相模湖駅前の観光協会ブースに、相模湖交流センターのポスター掲示、チラシ配架をして

もらっています。隣の藤野観光協会も、広報に協力していただいています。

･今後の提案事項･

さらに地域を拡げ、引き続き力を入れて取組みます。

サ）当社ネットワークの活用

●複数の指定管理者である当社ならではの周知度向上策

神奈川県立相模湖交流

センターではコンサー

トの出演者チェンミン

を神奈川 TV で紹介。

コンサート情報の他、

施設の紹介も行いまし

た。
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･これまでの成果･

当社が、指定管理者として管理運営す

る近隣エリアの施設にも、当施設のパ

ンフレットや事業案内チラシの館内設

置を依頼しました。

･今後の提案事項･

今後も引き続き取り組みます。

シ）口コミによる拡散

    口コミや、当施設の自主事業を応援してくれる人、感動してくれた人、参加する人、様々

な人がブログや SNS で情報を拡散してくれ、それが確かな情報となって、多くの来館に

つながっています。

ス）音楽系サイトによる広報

●音楽の友社のサイトに掲載されている、当施設「ベーゼンド

ルファーシリーズ」の紹介

セ）各種Ｗｅｂ媒体への掲載

私どもは、掲載可能なＷeb 媒体にこまめに情報を登録し、広く情報を提供しています。

さまざまな媒体の中から当社ノウハウにより、選別し掲載を依頼しています。

その他利用している Web 媒体は、

巻末の「その他参考資料」をご覧ください。

やまなみ五湖 Navi 

（水源地域のイベント・情報

掲載サイト）

PLANET かながわ

（神奈川県の生涯学習施設

の情報掲載サイト）
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（４）接客、苦情処理、利用者ニーズの把握

サービス向上のために行う利用者ニーズ、苦情の把握及びその内容の事業等への反映の仕組み等

① 利用者からのニーズや意見の把握及びサービス向上に向けての反映方法など

１．基本的な考え方
■公の施設にとって利用者ニーズや地域の声を取り入れることは大切な業務のひとつであ

り、サービス向上に直結すると考えます。

■利用者ニーズ、地域ニーズの反映は、公平・公正さを基本とします。

■これらのニーズが設置目的に合致し、かつ重要度の高いものは積極的に応えていきます。

２．具体的な利用者意見収集の取組み

ア）プラス１コミュニケーションを通じたホットボイス（生の声）の収集

職員やスタッフが利用者とあいさつを交わすときに「最近いかがですか？」等もう一言（プ

ラス１）つけ加えて、積極的にコミュニケーションを図ることにより、利用者の声を聞きだ

します。

イ）ご意見箱の設置

利用者の目にとまりやすい場所に設置し、常時、利用者の声を収集します。

ウ）利用者アンケートの実施

①来館者へのアンケート

●毎年一定時期に実施(定点調査)

日常の管理運営状況に対するモニタリングを行います。
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●事業開催時

実施した事業や講座の満足度を図り、今後の要望も収集します。

●地域を巻き込んだお祭り等開催時

広く地域のニーズを探っていきます。

②当施設を利用されたことのない方へのアンケート

●出前事業等でアンケートを実施し、なぜ利用されないか理由・原因を追究

〈実施先例〉地域主催のまつり等に施設のブースを出展/他施設での出前講座等

エ）その他の利用者意見収集の取組み

●地域の自治会や地域懇談会等の集会への積極的な出席

●フェイスブック等ＳＮＳを活用した幅広い意見の収集

●当社ホームページ（以下 HP）での「お客様の声」の受付

３．利用者意見を反映し、迅速で的確な改善へ・・・業務へ

の展開

ア）収集した利用者等の意見の解析とその対応を検討

利用者の声やアンケート結果から得られるニーズや情報は、すでに問題として表面化してい

る可能性が高いと考えられるため、迅速で的確な対応が必要です。

●引継ぎ時の打合せ、スタッフミーティングなどにおいて共有

●館長以下全従事者で以下の取組みを行い、適切な対応が可能な部署等に指示・対応を要請
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イ）利用者の意見を施設運営の業務改善として反映

「利用者の意見をいかに吸いあげ、利用者に形あるものとして示すことができるかどうか」

は施設運営者としての腕の見せ所であり、最良な利用者サービス向上の方策です。

①対応可能な場合はすぐに対応し、施設内で公表

利用者から貴重なご意見をいただき、対応可能な場合はすぐに対応し、お知らせしたほうが

よいものは、館内掲示等により公表します。

②対応不可能な場合

●何らかの事由により即座に対応できない事項や、設置主旨から妥当でないと判断される事

項は、必要に応じて理由等も併せて迅速に公表（館内掲示）します。

●要望に応えられないような意見には、申し出者の理解にむけ、誠意を持って説明

申し出者の理解の成否は、日頃の職員やスタッフと利用者との相互関係の良し悪しによる

ところが大きいということを、長年の施設運営業務で実感しています。

ウ）反映後は継続的改善のためにＰＤＣＡサイクルで検証

私どもは、日頃の業務改善をＰＤＣＡサイクルに取り入れ、より良い施設運営に反映させて

います。
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（４）接客、苦情処理、利用者ニーズの把握

② 利用者からの苦情・要望等の把握方法及び適切な対応方法について

１．利用者トラブルへの対応の基本的な考え方
■苦情を未然に防止するため、利用者に対して、“目配り、気配り”を心がけます。

■苦情が発生した時には、迅速に誠意をもって対応します。

■苦情とは、「当施設への期待、あるいは強い関心の表れであり、サービス向上の貴重な資産

である」と私どもは捉えています。

■その苦情の真意を理解し、再発防止や業務改善を図り、より良い施設運営に活かします。

２．利用者トラブルの未然防止の徹底

ア）利用者ニーズの把握による未然防止

利用者とのコミュニケーションで本音を引き出し、アンケート、ご意見箱等により意見を

収集することによりニーズの把握に努め、未然防止につなげます。

イ）専門研修やセルフモニタリングの実施

①対応力を高めるための研修

【見られ公務員研修】

公の施設を預かる指定管理者は、「地方公共団体の職

員」に見られる立場であることを十分認識し、その心構

えを全スタッフにくまなく浸透させるための研修を実

施します。

【クレーム対応研修】

接遇は、時に「理不尽なクレーム」を受けることもあり

ます。その対応を学ぶ専門講師によるクレーム対応研

修を実施します。

●お客様対応の姿勢と原則/クレーム対応の成功例、失

敗例
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●利用者情報の収集とフィードバック/苦情から改善へ、さらに運営活動へ反映

②セルフモニタリングによる未然防止

自分たちの業務品質のレベルや利用者からの評価を把握しておくことも重要です。サービス

品質の向上や目標達成を高める利用者との良好な関係の継続につながります。

３．苦情発生時の対応

ア）迅速、丁寧、誠意ある対応

①基本的な対応フロー

【指摘や意見を受けた場合】

受付スタッフが１次対応者となり、意見等を聞き、状況

に応じて即時対応します。（その内容は必ず記録）

【苦情等の場合（または指摘が苦情に発展した場合）】

館長が２次対応者となり、内容を確認・記録し、その意見がさらなるトラブルに発展しな

いように対応します。

②苦情対応の基本的心構え

１.最後まで聞く 苦情は利用者の関心の高さ、逃げることなく最後まで聞く

２.原因を確認 ❶施設側の落ち度に起因 ❷利用者に起因（苦情は❶or❷いずれかを判断）  

３.お詫び 事情をよく聞き、タイミングよく丁寧に詫びる

４.解決に向けて 苦情解決のため、さらに詳細な事情を聞く

５.原因調査 事情説明を元に、苦情発生の原因調査

６.改善に向けて
改善案の作成、苦情内容・改善内容の周知

再発防止への具体的アクションの実施

解決・改善の達成    ＊以上１～６の内容・工程の記録

③苦情対応のケース別留意点

来館対応
・複数で対応し一人は記録係に徹する

・復唱し、話のポイントを確認する 共
通
対
応
（
手
紙
対
応
除
く
）

・質問を交え、苦情発生要素を確認する。

・専門用語は用いない。

・できること、できないことをはっきりさ

せる。

（一時逃れの発言はしない）

・苦情に関わる関係者、他施設等の悪口を

言わない。

・苦情申出者の名前、連絡先をお伺いす

る。

（電話番号等は復唱し確認する）

・必要があれば、相手の了承を得て録音を

とる。

電話対応
・長くなりそうならかけ直す

・苦情対応中の周辺での談笑、私語等は厳

禁

手紙対応
・匿名の場合は所管課に回答先を相談

・封筒保管、受取日時を記録する

訪問対応
・事前に連絡し複数で訪問する

・解決への提案を準備しておく
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イ）所管課への報告

苦情内容はすぐに所管課に連絡し、後日、報告書として提出します。情報共有を図るととも

に、相談体制を確立し、苦情解決に努めます。

ウ）悪質な苦情の適切な対応

適正に対応しているにもかかわらず、苦情がエスカレートする場合は所管課に報告し、警察

や弁護士等に相談します。

４．再発防止のための情報共有と業務改善

ア）施設内および本社との情報共有

苦情内容は、朝礼、終礼、引継ぎ時の打合せ、連絡ノート、スタッフミーティングなどで全

員が情報を共有します。施設から本社へ報告する場合は、日報やクレーム報告書に記載し、

提出します。

イ）苦情対処事例を活用した再発の防止

発生した苦情とその対策内容を全職員で共有することにより、再発を防止し、業務改善に活

用します。

提供するサービス内容へも反映させ、施設管理運営の品質を向上させます。苦情は、苦情申

出者以外の方々へも貢献できる「サービス向上の貴重な資産」と捉えています。

ウ）他施設との情報共有

●指定管理者として、苦情対応からその対処法までの事例を蓄積

●職員研修で、情報共有やロールプレイング等の訓練を受けさせることにより、同様の苦情

再発防止や未然防止に寄与

●館長会にて情報を共有

《館長会でのクレーム情報の交換会》
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【苦情対応マニュアルの整備】

苦情対応者によって対応が異ならないように、苦情対応マニュアルを適切に整備してい

ます。

さらに、当社では、各施設での苦情対応例を「クレームに関する職員の対応例集」として

まとめ、共有しています。
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３ 利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金

（５）利用料金

利用料金の設定・減免の考え方

１．利用料金の設定についての考え方

ア）現行料金の踏襲

相模湖交流センターの利用料金は、平成 26 年 4 月の消費税 8％増税に合わせて、改定して

います。料金が上がって間もないこと、今後また消費税が上がる可能性があることを踏まえ、

当面はこの利用料金を踏襲すると共に、貴県の消費税に合わせた動きに従った利用料金とす

ることとします。

【下記の利用料金は平成２６年４月から値上げしています。（消費税含む）】

以下、《現行料金》

■多目的ホール利用料金                （料金単位：円）                                         

多目的ホール利用料

区分

平日 土曜日、日曜日及び休日

9:00

～

21:30

9:00

～

12:30

13:00

～

17:00

17:30

～

21:30

9:00

～

21:30

9:00

～

12:30

13:00

～

17:00

17:30

～

21:30

利用に係る催し等について

入場料を徴収する場合
42,170 11,320 15,330 19,860 46,900 12,550 16,980 22,120

利用に係る催し等について

入場料を徴収しない場合
21,080 5,660 7,620 9,980 23,450 6,280 8,540 11,010

■アートギャラリー利用料金                    

アートギャラリー利用料

区分
１日の利用料金の額

平日 土曜日、日曜日及び休日

利用に係る催し等について

入場料を徴収する場合
13,570 15,120

利用に係る催し等について

入場料を徴収しない場合
6,780 7,500

■その他の諸室利用料金

レッスン室使用料

利用料の額（単位 円）

午前9時から

午後9時30分まで

午前9時から

午後零時30分まで

午後1時から

午後5時まで

午後5時30分から

午後9時30分まで

5,340 1,440 1,950 2,460
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研修室利用料

１室使用料の額（単位 円）

2時間以内の場合 2時間を超える場合

820 最初の2時間につき 820 以降30分ごとに 200

主催者用控室利用料

１室使用料の額（単位 円）

午前9時から

午後9時30分まで

午前9時から

午後零時30分まで

午後1時から

午後5時まで

午後5時30分から

午後9時30分まで

920 210 300 410

駐車場利用料

使用料の額（単位 円）

1時間以内の場合 1時間を超える場合

1台につき 310 1台最初の1時間につき 310 以降30分ごとに（1台） 150

※上記金額には、消費税及び地方消費税相当分が含まれています。

※休日とは、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律178号）に規定する休日をいいます。

※駐車場については、土曜日、日曜日及び休日並びに4月30日から5月2日まで、7月18日から8月31日ま

で以外の日に利用する者は、無料とします。

２．減免の考え方  

ア）現行の減免基準の継続

相模湖交流センターの減免基準は以下の通りとしています。これは、当施設の設置目的を鑑

み、特に水源地域の活性化のために利用される場合には、減免基準を高く設定しています。

さらに、高齢化率の高い地域であることから、児童・青少年の利用を促進させるため、神奈

川県内の学校に所属するゼミ、部活動及びサークル等利用には、2 割の減免を設定していま

す。

  【下記の減免基準は、私どもが現在設定している基準であり、

これを継続します】
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区分 利用者 利用形態 減額割合

１ 国、神奈川県又は神

奈川県内の市町村若

しくは一部事務組合

の機関

水源地域（※１）における自然環境の保全及び活性化

を目的として、参加者から、入場料を徴収しないで施

設を利用するとき

10割

（免除）

２ 水源地域（※１）の自然環境の保全及び活性化の意義

を普及啓発することを目的として、参加者から、入場

料を徴収しないで施設を使用するとき

３ 水源地域（※１）の活性化や、水源地域（※１）と都

市地域の交流を図ることを目的として、参加者から入

場料を徴収しないで施設を利用するとき

４ 指定管理者 神奈川県の承認を得た相模湖交流センターの自主事業

を行うため、施設を利用するとき

5 国、神奈川県若しくは神奈川県内の市町村の委託を受

けて、上記区分１，２及び３に相当する利用形態によ

り、施設を利用するとき

６ 水源地域（※１）や

水資源開発の重要性

を県民に周知・啓発

することを目的とし

た団体

相模ダム、相模湖または水源地域の本件における重要

な位置づけや、水資源の歴史を後世に伝えることを通

じ、水源地域（※１）における自然環境の保全及び活

性化あるいは多様な交流活動の推進に資する事業を実

施するため、参加者から入場料を徴収しないで施設を

利用するとき

７ 水源地域（※１）の

自然の保全及び活性

化を図ることを目的

とした公共的団体

（※２）

水源地域（※１）の自然とのふれあい及び多様な交流

活動の推進を図ることを目的として、参加者から入場

料を徴収しないで施設を利用するとき

5割

８ 水源地域（※１）の活性化や、水源地域（※１）と都

市地域との交流を図ることを目的として、参加者から

入場料を徴収しないで施設を利用するとき

９ 神奈川県内の児童・

青少年の健全な育成

に寄与することを目

的とした団体、学校

教育法に規定された

神奈川県内の学校、

又は学校教育法に規

定された神奈川県内

の学校に所属するゼ

ミ、部活動、及びサ

ークルなど

児童健全育成活動又は学生・生徒活動の一環として、

水源地域（※１）における自然環境の保全及び活性化

あるいは多様な交流活動の推進に資する事業を実施す

るため、参加者から入場料を徴収しないで施設を利用

するとき

多目的ホール及

びアートギャラ

リーの施設利用

料金について

2割
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①チケット割引

相模湖交流センター主催の公演チケットを何枚でも 10%OFF

②チケット優先発売

相模湖交流センター主催の公演チケットを一般販売に先がけて

優先的に購入できます。

③公演情報提供サービス

ホールの公演・チケット発売情報を会報誌にまとめ、定期的にいち早くお知らせします。

④無料ドリンク券のプレゼント

当館 2 階にある喫茶「青林檎」で利用できる無料ドリンク券をプレゼントします。

⑤会員の希望する曲を演奏

公演によって会員の皆様から希望する曲を集計し、その中から演奏者の方に演奏していただきます。

⑥会員イベントの開催

出演者の方、会員の皆様同志の交流会など、会員の皆様に参加していただくイベントを企画・開催します。

（※１） 山北町、愛川町、清川村及び相模原市（緑区内のうち旧津久井町、旧相模湖町、旧城山町及び旧藤

野町）のことをいいます。

（※２） 営利を目的としない団体であって、団体の名称、目的、代表者を明記した規約を有する常設の団体

のことをいいます。ただし、水源地域の自然の保全や活性化を目的とした活動を行い得る団体であれば良

く、当該活動を主たる目的とする団体に限るものではありません。

３．自主事業のチケットの割引の考え方  

友の会と 65 歳以上のシニア割引の導入

利用料金とは違いますが、私どもが指定管理者として管理運営してきた中で、自主事業を実

施するときには、より多くの方に事業に参加して楽しんでいただきたいという理由から、以

下のチケット割引を導入しています。

自主事業のチケット割引対象 割引率

友の会会員

1 割引

65 歳以上

友の会の会員数

平成 24 年度 81 名

平成 25 年度 101 名

平成 26 年度 131 名

友の会 会員特典
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４ 事故防止等安全管理

（１）事故防止等安全管理

ア 通常の指定管理業務を行う際の事故防止等の取組内容

相模湖交流センターにおける利用者の怪我等の事故防止のため、具体的にどのような対策や体制づくりを考えているか、記載してく

ださい。

１．リスクマネジメント/危機管理の基本的な考え方

■利用者の安全・安心確保を第一に優先します。

■緊急時に利用者の安全・安心を守るため、「未然防止策の実施」「緊急時対応の明確化」「リ

スクコントロール」を行います。

ア）未然防止策の実施
確実な対応ができる体制を日ごろから構築しておきます。

●危機管理に対する職員・スタッフの意識向上

●施設で想定されるリスク（災害、事故、事件等）の把握

●各種マニュアルの整備や訓練の実施

イ）緊急時対応の明確化
「災害」「事故・事件」において、それぞれ迅速かつ適切な対応を明確にしています。

ウ）リスクコントロール
復旧までの各体制を整えます。

●各種保険の適応体制の構築 ●モニタリングの実施による見直しと改善

リスクの拡大防止処置 二次被害の防止 現状復旧
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２．未然防止策の実施

ア）日常業務における未然防止の取組み

未然防止策 内容

防災 防犯

ヒヤリハット活動

の実施

・重大な事故を防ぐため、「ヒヤリハット活動」を推進

・全職員が「ヒヤリとしたこと」「ハッとしたこと」を朝礼、終礼や業

務引継ぎ時、スタッフミーティングなどで報告したうえ、「ヒヤリハ

ット報告書」に記録

・これらの情報を共有、館長の下で、改善・対応策を構築

・管理運営マニュアル等へ反映させ、事故を未然に防止

各施設からのヒヤリハット体験を本社でまとめ、各施設にフィード

バックしています。

防災

施設の安全性を

行政と確認

・建築物の耐震性や防火対策等の安全性の確認

・情報を精査し、必要な対応策については所管課と協議

予算的な問題で、大切なことが後回しにならないよう、リスクを洗

い出し、優先順位をつけていきます。

防災

ハザードマップで

避難経路を確認

・地震、液状化、洪水、火災による延焼などの災害に見舞われる可能

性をハザードマップをもとにして、避難経路等を確認

・周辺の被害予想状況によっては、所管課や消防署等との確認も必要

防災

落下物、倒壊物等

の対策

【屋内対策】窓ガラス等の対策、備品等の転倒防止対策、天井からの

落下物対策、安全スペースの確保、情報通信機器の適正な管理（情

報源となるテレビやラジオの他、電話、ＦＡＸ、パソコンなど通信

機器）

【屋外対策】門、塀の倒壊防止、倒壊危険物の対策等を所管課と協議

防災

建物・設備等の

補修計画の提出

・器具や機器の取り換えや修理、資材の調達等

利用者の安全・安心を第一に考え、施設・設備の延命化を図りなが

ら、最適な対応策を実施します。

・補修計画案を所管課と協議し、提出

防犯

お声かけと

施設内外巡回の

強化

・来館者への「目配り」「気配り」「お声かけ」等の能動的な未然防犯

が重要

・受付での来館者把握、敷地内の巡回

・閉館時の施錠の徹底

・職員・スタッフの巡回による利用者の安全確保

・問題の起こりやすい場所や環境を発見し、早期改善

防犯

防犯用品の整備

・防犯用品（サスマタ、催涙スプレー等）を整備

防犯用品は利用者の目に見える位置に設置しておくだけでも、犯罪

の抑止力につながります。

防犯

盗撮・盗聴器の

発見と排除

・盗撮、盗聴対策機器「電波クリーニング」の導入

トイレや更衣室、階段等に設置された盗撮器や盗聴器を早期発見・

排除し、犯罪の未然防止につなげます。

防病

施設内

衛生管理の徹底

・感染症などを防止するため、手洗いやうがいを励行

・入口や手洗い場にインフルエンザ対策（消毒剤等を設置）

・空調温度、湿度、換気、採光などの環境に配慮した清潔で安全な管

理

啓発ポスター
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４ 事故防止等安全管理

（１）事故防止等安全管理

イ 事故等の緊急事態が発生した場合の対応方針

事故等の緊急事態が発生した場合の対応について、記載してください。

１．緊急時の対応について

ア）緊急時に備えた緊急連絡網の作成

全職員への周知を徹底し、緊急時連絡先一覧表を掲示しています。

●危機管理責任者の指揮命令と班別担当の役割の明確化(下図) 

●館長（館長公休の場合は副館長）が緊急時には管理・統括

●緊急時の連絡体制について、平日、休日、開館時間内・外等を考慮して構築

時間外や休日に当施設の災害本部を設置する場合も想定し、徒歩や自転車で施設に到着で

きる職員を責任者とした場合も想定します。（施設参集ルールの作成）

班 役割

通報連絡班 関係機関への連絡および通報の確認、館内への非常放送、指示命令の伝達、関係者への連絡 等

消 火 班 出火の防止（または出火場所へ急行）、火災の警戒（または消火器等による初期消火） 等

避難誘導班
避難者の呼びかけと誘導、負傷者や逃げ遅れの確認、誘導、報告、非常口の開放および確認、

避難障害物品の除去、警戒区域設定、利用者の早期退館促進および利用の制限 等

安全防護班
電気･ガス・水道等の安全措置、防火扉・防火シャッターの操作、燃料供給源の元栓を閉鎖、エ

レベータ等の非常時措置、非常電源の確保、屋外･窓･看板等の点検と補強、防水、浸水の確認

等

応急救護班 疾病者の応急処置と救護所の設置 等
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イ）約 30 分で駆けつけられる万全の警備体制の確立

●当施設は２４時間体制の警備体制

火災や建造物侵入等の事故が起こった場合には、警報による発報を警備会社が受信し、警

備員が急行します。さらに閉館後は、警備員から館長・副館長へ緊急連絡が届きます。

ウ）緊急時の備蓄の整備

緊急時の職員・スタッフが施設待機をしなければならない事態も

想定し、最大ポスト数分の備蓄を確保し、保存しておきます。

エ）「緊急時対応携帯カード」の携行

とっさの場合、頭が真っ白になってしまうこともあります。そのような時に備えて、「緊急時

対応携帯カード」を携行し、自分の役割を確認し、行動に移します。

オ）事故、事件発生後対応フロー

事故、事件発生後、私どもは速やかに次の対応をとります。

カ）大規模災害発生後の施設管理運営

大規模災害発生後の不測の事態への対応も視野に入れ、安全管理に努めます。

①緊急避難所としての対応
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【貴県への対応】

●帰宅困難者の受入れ体制構築（貴県との協力・連携体制）

神奈川県、相模原市の危機管理部署、所管課と連携し、また公共交通機関等の運行状

況を踏まえ帰宅困難者の一時避難所として当施設で受け入れを行える体制とする方

向で協議していきます。

●避難所開設指示以前でも積極的対応

避難所開設指示以前に避難者受入れの必要性が生じた際には、所管課に連絡を取りつ

つ対応します。避難所の設置・運営については、神奈川県職員の方々と協力し、状況

把握と貴県の災害対策本部への連絡、施設の管理保全、避難所管理組織構築を支援し、

避難者の保護に努めます。

【利用者及び利用者家族等への対応】

●利用者の状況把握と帰宅の判断

施設内にいるすべての利用者について氏名・年齢・住所・（子どもの場合は保護者と

の連絡状況）等の身元を災害発生直後から確認し把握します。

もちろん、大災害等非常時であることを説明した上で、個人情報の取扱いを行います。

原則として「安全が確認できない間は当施設で待機・保護すること」とし、家族や保

護者との連絡・周辺交通状況を確認した上で、自主帰宅または子どもの引渡しを判断

します。

●安否状況に関する情報をホームページ（以下、HP）等で公開

災害状況によっては通信手段が限定されてしまう可能性があります。

このため、当施設のＨＰにて「利用者の状況・安否」を掲載することにより、地域の

方へ安否状況を知らせます。（個人情報の取扱いには留意し、承諾された利用者のみ

公開）

２．リスクコントロール

ア）復旧対策

災害発生後は、通常の開館状況に戻れるよう、所管課と連携を図り、速やかに次の対応をと

ります。

●リスクの拡大防止処置

建物・設備等の故障や破損状況の確認と、その被害が拡大しないよう、直ちに応急処置を

行います。

●二次被害の防止

新たな被害が発生しないよう、所管課と協議の上、有資格者による安全点検を実施します。

●現状復旧

被害にあった建物、設備については、修繕（もしくは撤去、または取替え工事含め）計画

を立て、所管課と協議しながら、現状復旧に向けて対応していきます。
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イ）指定管理者賠償責任保険への加入

当社が保険会社と設計した独自の指定管理者保険は、施設での安全管理責任下において、発

生しうる多様なリスクを担保した保険で、万が一の利用者の被害・損害の対応に備えていま

す。

保  険 被保険者 補償限度額 補 償 内 容

指定管理者賠償責任保険
当社

貴県、委託企業

１事故５億円

等

指定管理者の仕事遂行中の偶然の事故により

第三者の身体の障害、または財物に損壊を与え

た場合

保管動産損壊リスク保険
当社

委託企業

１事故・１施設１千万円

等
保管動産財物に損害を与えた場合

レジャー・サービス施設費用 当社
被災者１名１００万円

等

施設で災害発生時に親族が被災地を訪問する

等の費用

行事参加者傷害保険
保険対象行事参加

者

傷害死亡３００万円

等

運動のある行事、野外行事、児童・高齢者参加

の傷害

現金リスク 当社 各施設別 集金現金等を保管中の盗難や焼失による損害

一般賠償責任保険包括契

約
当社 １事故５億円

事故、身体障害、財物の損害等、飲食品販売等

の物販

情報漏えい賠償 当社 ５千万円
日本国内で行われる業務の遂行における情報

漏えいに起因する損害賠償リスク

ウ）モニタリング等による見直しと改善

リスクに対する未然防止策、緊急時対応、復旧対策は、ヒヤリハット事例が確認できた時、

防災訓練時、セルフモニタリング時に見直しと改善を行っていきます。
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４ 事故防止等安全管理

（１）事故防止等安全管理

ウ 急病人等が生じた場合の対応

救急救命士等の配置、救命に関する職場研修等について、記載してください。

１．普通救急救命講習修了者の配置
館長には消防法に基づく防火・防災管理者資格取得者を、緊急時

の的確な対応、技術を習得させた上で配置しています。

館長以下、職員全員が普通救急救命講習修了者の資格を取得し、施

設管理運営に当たります。

２．研修等についての取組み

ア）未然防止の体制

①危機管理組織の編成危機管理マニュアル作成・更新

防災・防犯等に対応する危機管理マニュアルを作成しています。

これを定期的に見直し、最新の内容に更新していきます。

②危機管理組織の編成

●危機管理責任者に館長、危機管理副責任者に副館長を任命。

災害、事故、事件等に対処する危機管理能力の強化を目的とし、

その目的を達成するために危機管理組織を編成し、それぞれが任務にあたります。

③職員への周知を徹底

危機管理マニュアルに基き、緊急時にお

ける公の施設としての役割等に関する勉

強会等を開催し、周知・徹底に努めていま

す。 現館長は有資格者
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イ）防災訓練等の実施
①緊急事態が発生した際、迅速かつ的確な対応が可能な各種訓練を実施

緊急時に最優先すべきことは利用者の安全・安心の確保です。

訓練の種類 実施回数 参加者 訓練指導者

総合訓練

消火訓練 年２回実施 全職員、利用者等
消防署員

危機管理責任者
通報訓練 年２回実施 全職員

避難訓練 年２回実施 全職員、利用者等

その他の訓練 適宜 全職員 危機管理責任者

ウ）防災訓練を通じた地域社会との連携

●積極的に地域の防災訓練に参加

●地域住民に施設の防災訓練にも参加を呼びかけ、連携を強化

避難訓練コンサートの開催

東日本大震災以来、避難訓練のあり方も変化してきました。私どもが

管理運営している西条市丹原文化会館で初めて行った避難訓練コンサ

ートは、運営中のホールでしかも演奏中という設定。出演者も観客も

参加した、愛媛県でも初の試みでした。市内小中学生を招待し、愛媛

県警察音楽隊等のご協力をいただき、本番スタート。いつ災害が来る

かは誰にも知らされていないため、突然の災害の知らせに会場には緊

張感が張り詰め、全員で避難。人数確認後、休憩をはさみ演奏再開です。

大震災に思いを馳せながらゆっくりとコンサートも堪能していただく

ことができました。

当施設でも、この避難訓練コンサートを実施し、地元の方々に参加し

ていただき、非常時に備えていきたいと考えています。

NEW

新しい取組
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５ 地域と連携した魅力ある施設づくり
（１）地域との連携
相模湖交流センターの設置目的や特性、立地等を踏まえた事業等の実施方針及び内容について、規模や経費面からの実

現可能性を踏まえて、記載して下さい。

ア 施設の特性を踏まえた地域の人材の活用、地域関係団体等との協力体制の構築、連携した事業の取組内容

１．地域連携の基本的な考え方
■公の施設が単独でその施設価値を最大化させるには、限度があります。

■地域住民、団体･機関･施設等との連携は様々な相乗効果を生み、地域全体の総合力を高め

ます。

その結果として、地域振興へ寄与できるものと考えます。

■既に構築した多様なネットワークを次期指定管理期間に、さらに深めていきます。

２．具体的な地域連携の取組み                                           
連携目的は、講座･教室等事業へ多数の参加者を呼び込み、地域に根ざし、施設価値を最大化

することです。

地域連携を継続・深化、連携先の開拓も含め、地域振興および地域の活性化に寄与します。

ア）連携先および連携内容、目的       

告知協力

知ってもらう
講師協力

教えてもらう
連携･協力

つながる
共催イベント

いっしょにやる
アウトリーチ

出かけていく

連携先

・他の公の施設

・学校等の教育機関

・企業/商業施設

・交通機関（駅）

・地域住民

・ボランティア活動団体

・消防署、警察署

・教育機関、民間企業

・他の公の施設

・学校等の教育機関

・企業/商業施設

・地域住民  

・他の公の施設

・学校等の教育機関

・消防署、警察署

・企業/商業施設

・他の公の施設

・学校等の教育機関

・幼稚園、保育園等

・企業/商業施設

連携

内容

施設パンフレットや講

座・イベントのチラシ等

の配布・貼付業務など告

知協力をしてもらう。

施設で実施する講座等

の事業に講師参加する

ことで、その力を発揮す

る場を与える。

ボランティア活動、運営

委員会、インターンシッ

プなど、多様な参加の仕

方をしてもらう。

施設単独では実施が困

難なテーマや規模のイ

ベントを、互いの強みを

活かして実行する。

当施設の実施講座等を

『出前講座』として他地

域で実施する。

地域連携の重要性＝施設価値の最大化と地域振興・活性化に必須
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目 的

・地域のより多くの人々

に、「当施設がどんな施

設で何ができるのか」

をアピールすること

・協力先との顔の見える

関係を築くこと

・地域の「一芸に秀でた

方」に当施設での講師

として事業に参加し

てもらうこと

・当施設がより地域に根

を張ること

・人々の多様なニーズに

対応した当施設の利

用を促進すること

・より利用価値を上げ、

地域になくてはなら

ない施設となること

・連携先と互いの持てる

力を発揮して、相乗効

果をはかること

・地域住民にとって有益

な内容のイベント等

を提供すること

・当施設から遠い地域

や、まだ知らない人等

に、事業等のサービス

を提供し享受しても

らうこと

・当施設の認知度もあげ

ること

イ）当施設の具体的なネットワーク

私どもが 4 年間で培ったネットワークは、

巻末の「その他参考資料」をご覧ください。

･これまでの成果･

●近隣の団体・企業とは、強い信頼で協力関係を築いています。相模湖・藤野観光協

会様は、自主事業実施時に相模湖交流センターで地元産品の販売をしたり、また、

当施設の事業の PR にご協力をいただいたりと相互協力関係を築いています。

●地域の文化団体、レストランや旅館等、様々な団体との連携を継続していきます。

●音楽家との連携

当施設で公演してくれた音楽家には、水源地の状況を説明し、水

の恵みの大切さを心から伝えます。後日ラジオで相模湖を話題

にしてくれたりと、影響力の大きさを実感しています。

･今後の提案事項･

●昭和音楽大学、洗足学園大学等との連携を結び、下流域から若い世代を呼び込みます。
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５ 地域と連携した魅力ある施設づくり

（１）地域との連携

イ 地元企業等への業務委託による迅速かつきめ細かいサービスの提供に向けた取組内容

１．地元住民の雇用、物品及び役務の地元業者への配慮の方策

ア）県内産業の活性化・地元地域への貢献として

私どもは、神奈川県立の施設の指定管理者として、「水源地の自然の

保全及び活性化を図り、県民に水源地域の自然のふれあい、及び多

様な交流活動の場を提供する」という設置目的を実現するため、県

内産業の活性化、とりわけ水源地域の活性化に、施設特性を活かし

て取り組んできました。年間３０本を越える自主事業を通して、

年間５万人の来館者を相模湖に呼び込みました。

音楽合宿等では、地元レストランやボート店等と連携をし、参加者

に相模湖の良さを知ってもらいました。

特に湖畔のレストラン「カフェ・ド・ヴィヴィエ」では、通常の営

業時間外でも朝食の提供に協力していただいたり、ボート店ではバ

ーベキュー等を提供いただいたり、地元とは強い協力・連携体制をつくっています。

アーティストと来館者の「交流会」では、１社に偏ることなく地元の店からケータリングを

取り寄せています。

イ）県内産業の活性化に向けた取組み

私どもとしては、県内産業の活性化に多少でも力添えが出来るように、委託業務や購買先は

専門的な知識を有する業務以外は県内業者より選定及び購買します。

ウ）県内産業の活動支援

県内企業・諸団体が実施する社員研修・社内会議等の場として会議室等を利用していただく

ことにより、企業内教育や社内業務等の企業活動の円滑な推進に寄与します。

エ）具体的取組み

県内業者への再委託に関しては、建物の総合維持管

理業務を県内企業に委託します。

また、印刷・資機材購入・消耗品購入に関しても、

県内業者・県内店舗を使用し、可能な限り県内業者

を優先とすることを基本といたします。

・ 消耗品等物品購入

・ 一般、産業廃棄物処理業務

・ チラシ、ポスター印刷業務

・ 施設の小破修繕

・ 特別清掃業務

・ 材料、資機材購入

・ 夜間機械警備

主な県内業者よりの調達項目
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５ 地域と連携した魅力ある施設づくり

（１）地域との連携

ウ 施設づくりに対する地域住民の参加の考え方

１．「施設は地域とともに発展」という基本的考え方

ア）指定管理者として地域との協力体制

私どもは、公共施設の指定管理者として、地域住民とともに発展していきたいと考えていま

す。私どもが、1 期目の指定管理者となってすぐに行ったことは、地域の商店や会社を回

り、私どもの考えを理解してもらい、協力関係をお願いすることでした。

私どもは、地域のためにできることは何でもやる覚悟です。経済の地盤沈下に悩む商店は、

私どもが行う演歌のコンサートで、いつもの 5 倍の売り上げがあったと、喜んでくれまし

た。

地域で過ごす時間を増やしてもらおうと企画した音楽合宿では、大勢の方が旅館に宿泊し、

湖畔のレストランで食事をしました。

このような協力体制を今後も継続していきたいと考えます。

イ）自主事業の地域住民参加の考え方

私どもは、自主事業を企画するときに、地域で興味を持ってくれる団体はどこかを、想定し、

その団体とよく相談しながら自主事業を実施します。

たとえば、相模湖地域で和太鼓の団体が精力的に活動しているのを知ると、その和太鼓集団

と会って話し、他地域の和太鼓集団と舞台共演することで、新しい交流とハーモニーが生ま

れるのではないか、と考えるところから、自主事業をスタートします。

そして、この企画を実現する段階には、地元の和太鼓集団が自ら集客にも協力してくれ、ま

た周辺地域の文化団体にも声をかけてくれます。

このような形で、地域住民が施設の事業に参加・協力してくれることで、文化の相乗効果が

生まれます。私どもは、地域住民の参加は、施設運営になくてはならないものだと認識して

います。

■地域の文化団体とともに事業をともにつくりあげる協力関係

相模湖の

和太鼓集団

他地域の

和太鼓集団
地域の仲間 共演

地域連携は

事業運営に

欠か せない

要素
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６ 適切な積算

経費積算内訳書（収支計算書）に記載しています。
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７ 節減努力等

（１）節減について

１．経費縮減の基本的な考え方

■提供するサービスの質・内容を低下させずに、あらゆる面で業務を見直しムダを省きます。

■４年間の指定管理期間を通して効果のあった経費縮減策は継続します。

■指定管理 98 施設のスケールメリットを活かした当社ならではの経費縮減が可能です。

２．経費縮減計画と具体的な取組み

ア）経験を活かした経費縮減を図る具体的な実行計画

経費縮減策、ＰＤＣＡマネジメント・サイクルを実行することにより、外部への支払い費用

の抑制など適正に経費縮減を実行します。

①マルチワーク体制

●職員等が何役もこなせることにより少数人員配置を実現。研修で品質を維持・向上

→人件費に反映

②「３ム」（ムダ、ムラ、ムリ）の徹底排除

●効率の悪い要因「３ム」を全ての運営管理業務から１つでも多く探し出し排除

→光熱水費・消耗品費・備品費に反映

③外部調達コストの縮減

●購買において、比較調達、集中購買等のコストセービング手法を活用

→維持管理費・消耗品費・備品費に反映

④利用者の意識の向上

●施設利用者にも、施設の資源や物品を大切に使ってもらうよう意識喚起

→光熱水費・消耗品費に反映

イ）スケールメリットを活かした経費縮減計画

私どもは指定管理者として、９8 施設を管理運営する中で、集中購買が可能な備品等は数を
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まとめることによる経費縮減が可能です。

●複合機やパソコン、携帯電話等の本社での一括リース

●「指定管理者賠償責任保険」への一括加入によるリーズナブルな保険料設定の実現

●各施設で企画・実施する様々な事業や人脈を参考に講師料や出演料の有利な交渉が可能

●他施設の経費縮減事例を参考に活用

●複数の施設と連携して、同じ出演者を招へいすることによる経費の縮減

→例：講師料（出演料）や広告宣伝費

●私どもが指定管理者として管理運営する近隣の施設で、合同で実施することによる経費の

縮減

→例：研修費や求人募集広告費

ウ）その他の具体的な取組み

①人件費および職員・スタッフに係る経費の縮減

私どもは、少数の職員・スタッフでも確実な業務ができるよう、研修で業務の標準化を図り、

業務の品質を保っています。

マルチワーク体制
少数職員、少数スタッフでも無理のない業務運営、業務のローテーションの自由度が

増し、平準化が可能

専門分野以外の業務は、全職員・スタッフが行なえるように各種研修を継続実施

地元雇用
スタッフは地元雇用（９名中４名）することで緊急時対応に応じられるほか、結果的

に通勤費を抑制

②光熱水費の縮減

私どもは、1 期目に引き続き徹底した省エネルギー対策を図ることで、必要経費を抑えます。

省エネモード等

への切り替え

照明器具

照明器具は天候や利用状況に応じて、照度を調整

照明管の間引き（安全衛生上または利用者に支障がないことが前

提）

水洗トイレ バルブ調整による水量・水圧の調整

利用者への

意識喚起

お手洗いや水道利用箇所に「節水」サインを貼付し、節水への協力を利用者にも喚起

ムダのない温度設定等を心掛け、節電意識を徹底（夏期２８℃、冬期２２℃）

電気量を約４割節減

私どもが指定管理者となって

すぐに節電に取り組み、電力使用

量は約４割に節減しました。今後

もこの節減努力を継続していき

ます。
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③消耗品費・備品費の縮減

施設管理運営に適した数量を把握しつつ、一括発注等のスケールメリットを活かし、備品・

消耗品管理をしています。

省資源化による

対応策
紙類の消耗を抑止

文書の電子化・データ共有化

裏面使用の促進（個人情報、行政文書等は除外）

帳票類の複写式帳票への変更

利用者への意識喚起

による対応策

貸出備品の故障・不具合を未然に防ぐため、利用者への適正な利用方法を説明

壊れた備品の写真や現物を提示し、モノを大事にする意識を喚起

適正な数量の把握
必要かつ最小限のＯＡ機器の設置

ムダのない事務用品の発注管理

損失の防止 トイレットペーパーはこまめに補充（予備をあまり置かず、こまめに点検）

④その他

外部委託費に係る

経費

地元を含め複数の会社から見積を取り、一定の品質を確保した上でコストパフォーマ

ンスのよい方を厳選

再委託先への一括発注から、専門会社への分割発注を導入することで、経費を削減

電話会社やインターネット接続事業者も、コストパフォーマンスのよい会社を選択

維持管理に係る

経費

高所の照明器具の交換などは定期清掃時に合わせることで、仮設経費を縮減

ゴミの減量化・分別化・リサイクルの推進による廃棄処理費の縮減

３．トリプルチェックの経理体制によるムダなコストのチェック

ア）３重のチェック体制でムダ遣いを排除

チェック機能が複数あることによって、監視によるムダな経費が抑制でき、資金の適正な運

用と経費縮減等を図っています。

●館長とは別に施設内に経理担当者を配置、本社でも指定管理事業専門の経理担当者を配置

し、管理体制を強化

●施設では独立した専用口座を開設し、利用料・自主事業・雑費は施設ごとの適正な経理処

理を実現

●施設から要望された必要資金は、適正な経費かどうかを確認し、専用口座に入金します。
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８ 人的な能力、執行体制

（１）人的な能力、執行体制

ア 指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員配置等の状況

指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員の確保や配置の状況など、運営組織の構成と考え方につい

て記載してください。その際、組織図を示すとともに１ヶ月分の勤務計画表を例示してください。

雇用の考え方

１．雇用に関する基本的な考え方
■現在勤務している職員（地元および周辺地域からの採用者）の継続配置を原則とします。

■人員の補充が必要になった場合

まず、指定管理者業務経験者の社内異動および、社員からの紹介を検討します。次いで、

地域の雇用提供の場として、地元・周辺地域からの採用を優先します。

■労働基準法の遵守、厚生年金等の福利厚生の整備など、職員の働きやすい労働環境づくり

をはかっています。

■継続的に各種の研修を開催し、管理運営業務の品質を維持・向上させる体制を整備してい

ます。

２．雇用に関する具体的な内容

ア）現在勤務している職員は原則、継続配置

現在勤務している職員は、当施設にとって“有益な資産（人財）”に他なりません。

継続雇用により

期待できる効果

・利用者や地域の状況を把握しているため、利用者に安心感を与える

・業務スキルや運営ノウハウを習得済みのため、管理運営がスムーズに行

える

・利用者ニーズに応えられる

イ）人員の補充が必要になった場合の方策

指定管理者業務経験者の社内異動、および社員からの紹介、地元・周辺地域からの採用を検

討します。

①社内異動による指定管理業務経験者の配置

指定管理者業務経験者の社内

異動による配置から期待できる

効果

・類似施設での経験を当施設に活かせる

・当社の指定管理業務を熟知しているため、より良い業務が行える

・すぐにでも業務を進行できる

・当社の指定管理者として管理運営するネットワークを活用できる
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②地元雇用の優先

現在、勤務する全職員９名のうち、4 名が当地域在住者です。

新規採用の必要性が発生した場合も、職員・スタッフは当該地域からの地元雇用を優先

的に行います。

地域採用により期待できる効果

・地域固有の知識や情報が直接的に、サービス向上へつながる。

・地域の知り合いも多いことから利用者の生の声を集めやすい。

・近所在住のため、災害時にはすぐにかけつけられる。

・突発的な出勤調整が必要になった事態への対応が速やかにできる。

・交通費等の経費節減につながる。

③高年齢者※１） パワーの活用

※1）：高年齢者とは 55 歳以上をさしています

中高年パワーの活用により

期待できる効果

・長年の人生経験に基づくスキルやノウハウを施設運営に活かせる。

・地域を愛し、よく知っていて、知り合いが多いためニーズをつかみや

すい。

ウ）雇用・採用に関する各種法令の遵守と働きやすい労働環境の整備    

最低賃金保障などの労働基準法を遵守することはもちろんのこと、厚生年金等社会保険など

の福利厚生を整備して、職員が長く働き続けられる労働環境づくりをはかっています。

採用時は、関連法令（雇用対策法、男女雇用機会均等法、職業安定法等）を遵守し雇用しま

す。また、応募書類に関しては「個人情報保護法」を遵守し、プライバシーマーク取得企業

としての規定に基づき、適切に取扱います。
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執行体制

１．管理運営体制の考え方／方針
■責任者が常駐する勤務体制、効率的・効果的な業務組織です。

■手厚い《本社のバックアップ体制》で円滑に運営します。

■指定管理施設 98 の交流やネットワークで、情報・ノウハウを効果的に活用します。

■当施設に関わる地域住民、団体、機関、施設と連携し、地域の中核施設として運営します。

２．特長ある組織体制
施設内は館長の指示命令による管理運営を実施し、これを会社全体でバックアップします。

ア）          最大効率・最大効果      

責任者が常駐する勤務体制、効率的・効果的な業務組織  

①責任者の常駐および全職員・スタッフの情報共有徹底とマルチワーク

責任者である館長と副館長は原則いずれかがシフトに入り、責任ある勤務体制を完備します。

これが当社の運営体制の最大の特長であり、公の施設をお預かりする責任体制に不可欠です。

●指示命令系統は、主に館長が副館長に、そこから実務を行う職員・スタッフへと伝達

●情報共有の徹底

当施設の運営体制はシフト勤務であるため、朝礼・終礼、職員・スタッフミーティング等で

の情報共有を徹底するとともに、受付や軽微な清掃等の業務についても全職員・スタッフが

対応することにより効率をあげています（マルチワーク）。

ポイント１
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マルチワークのもう一つのメリットは、責任者である館長と利用者が“互いに顔が見える関

係”が築け、地域とのつながりが深められます。

②事業運営・管理運営は職員相互協力、維持管理は館長・副館長が一元管理

施設内は、受託事業や自主事業、イベント等の実施や広報を行う事業運営業務、経理や維持

管理も含めた施設の管理運営業務があり、それぞれが分離してしまうことなく、相互に協力

し効率的・効果的に運営することが重要です。

●再委託となる設備維持管理業務は、館長・副館長が一元管理

●再委託には、公の施設運営の実績を有する神奈川県内の企業を優先的に選定

イ）          バックアップ    

手厚い《本社のバックアップ体制》で円滑に運営         

当施設は、本社の営業担当の他、企画担当、研修担当、労務担当、経理担当、設備担当、近

隣の館長やエリアの統括館長もバックアップします。

本 社（営業担当、関連各部署）
現場管理、自治体との折衝、人事管理、各種研修、維持管理の外注先との折

衝

近隣の当社指定管理施設の館

長
実務に関わる各種相談・情報交換、事業実施の協力

統括館長 統括施設の情報収集と本社への報告、館長からの相談、館長への指示・指導

ウ）          ネットワーク      

指定管理施設９８の交流やネットワークで、情報・ノウハウの効果的活用         

当社が、指定管理者として管理運営する全国 9８施設における業務ノウハウと人的ネットワ

ークを、効果的に活用していきます。

●情報交換（館長会の実施等）

●相互協力

●事業協力や共催、支援、スタッフ応援

●合同研修（専門）

●貸施設（宿泊施設含む）の紹介や斡旋

①定期的な館長会の実施

統括館長会議、館長会議等において、事故対応、ヒヤリハットによる未然防止策、好評な自

主事業の水平展開や、集客方法・施設稼働率向上のノウハウ等を共有します。

当施設の類似施設『相模原市民会館』『清瀬けやきホール』『北本市文化センター』等の各館

長とは、館長会以外でも密に連携し相互協力し合い、施設の管理運営に活かしています。

●統括館長会議（月１回）

毎月１回、エリアを統括する館長（統括館長）が本社に集合し、自身の管理する複数施設

の状況（課題・予実管理等）を検討する会議です。

ポイント２

ポイント３
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●館長会議（年３回）

各施設の館長が集合し、会社としての方針や目標を共有し、必要な研修の受講、他施設館

長との交流や情報共有等を行います。

●副館長会議（不定期）

不定期ですが、必要に応じて各施設の副館長が一堂に会し、他施設の副館長との交流や情

報共有、課題等について話し合います。

●自主事業等の共催、相談等（随時）

各施設における自主事業等の実施記録を全施設に配信する仕組みを整備しているため、他

施設で実施された事業を自施設でも容易に開催が可能となっています。

   

エ）          連携・協力      

当施設に関わる地域住民、団体、機関、施設と連携し、地域の中核

施設として運営
地域の公の施設として、当地域の住民や商工会、自治会、校長会、敬老会、子ども会等の諸

団体、公共交通機関や商店街とも積極的に連携を図ります。

●協力企業や再委託先の選定は地元を優先

（地域産業の振興、地元としての安心感、迅速な対応などの理由から）

３．人員配置（業務分掌、勤務形態等）    
各職員の業務分掌、能力・資格、雇用形態等は次表の通りですが、シフト勤務となることか

ら、受付・案内や貸出施設に関する業務は全職員・スタッフが対応できるようにしています。

●“展覧会”など大型イベント時には臨時の応援要員を追加配置

職  種 業務分掌 能力・資格等
雇用形態

（人数）
勤務形態

本

社

施設担当 関係機関との連絡・調整
常勤

（１名）
５勤２休

施設設備担当
施設設備の総合管理

委託先との調整

館長への指導

管理業務主任者

施設警備業務２級

警備員指導教育責任者

常勤

（１名）
５勤２休

ポイント４
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相
模
湖
交
流
セ
ン
タ
ー

館 長

施設全体の管理運営責任者

・労務管理・維持管理

・サービス管理・危機管理

・金銭及び業績･財務管理

・個人情報管理

外部との折衝 他

甲種防火管理者

救急救命講習修了

※経理業務に精通した者

常勤

（１名）

５勤２休

２交代制

（早番・遅番）
副館長

館長不在時の管理責任代行

館長の補佐  

各種事業の計画・実施 他

普通救急救命講習受講

安全衛生管理者

常勤

（１名）

職 員
館長・副館長不在時の代行

経理業務

各種事業の計画・実施 他

救急救命講習受講
常勤

（3 名）

スタッフ
各種事業の実施補助

利用の手続き等、受付業務他

パート

（4 名）
14～18 日／月

ホール 再委託 ２名

清掃 再委託 １．５名

ア）勤務計画表 （例：１ヵ月）

イ）従業員の勤務シフト   

●館長、副館長および職員 3 名（５勤２休）

●受付スタッフは４名（４勤３休）

これらを基本的な柱として、シフトを作成します。（※シフトは一例）

平成●年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
●月度 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
館長 ● ○ ○ ○ ー ● ● ー ○ ー ○ ○ ○ ○ ー ● ● ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
副館長 ○ ● ● ○ ○ ー ○ ○ ー ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ー ● ー ● ● ー ● ●
職員 ー ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ー ● ○ ○ ● ー ー ● ○ ● ● ○ ー ○ ○ ○
職員 ○ ー 有 ● ○ ○ ー ● ○ ○ ○ ○ ー ● ○ ー ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ー ●
職員 ー ◇ ○ ○ ○ ○ ー 有 ◇ ◇ ー ◇ ○ ○ ○ ◇ ◇ ー ◇ ◇ ◇ ○ ー ○ ○ ○

スタッフ □ 有 ▲ 有 ■ □ ● ー ■ ■ □ ー □ ● ■ ■ ー □ ○ ー □ ー ○ ■ ▲ ▲
スタッフ ■ □ ● ー ー ー □ □ ー □ □ □ ■ ▲ ー ー ー ■ ○ □ ー ■ ー □ ● ▲
スタッフ ★ ー ★ ★ ー ー ー ★ ★ ー ー ★ ★ ★ ★ ー 有 ー ★ 有 ★ ★ ★ ー ★ ○
スタッフ ー ■ ○ ■ ■ ー □ □ ■ ー ■ □ ー ○ ー □ □ □ ● ー □ □ ■ □ ○ ○

朝 3 3 4 4 4 3 4 3 3 4 3 4 3 5 3 2 2 3 4 3 3 5 3 5 4 5
夜 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

○ ：8：15～17：15

朝： ○、 □ □ ：8：15～15：15

夜： ●、 ■ ◇ ：10：00～19：00

有： 有給 ● ：12：30～21：30

出： 出張 ■ ：15：00～21：30

Ｇ：ギャラリー ▲ ：10：00～18：00

★ ：13：30～20：15

館長

副館長

職員Ａ

職員Ｂ

職員Ｃ

受付スタッフＡ

受付スタッフB

受付スタッフC

受付スタッフD

受付スタッフＧ

受付スタッフH

7 2216 17 1811 12 13 14 15 19 20 21

公休

公休

事
務
所

公休

公休

8 9 10
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業務の一部を委託する場合の、委託業務や委託先の管理・指導体制について記載してください。

１．アクティオが総合管理し、維持管理を専門会社に委託

ア）経験豊富で、県内にネットワークをもち、厳しいプロ意識を持ち、

4 年間の信頼と実績のある企業に再委託
●維持管理業務及び多目的ホールに関する専門的な業務については、それぞれ専門の会社へ

委託し、私どもが業務を管理、監督する体制で実施。

●アクティオの指定管理事業部門には経験豊富な設備担当を配置し、その設備担当の指導の

もと館長（もしくは担当職員）が維持管理業務を管理。

●維持管理業務や専門業務を任せきりにせず、責任運営の実施

イ）県内企業、地元企業との積極的な業務連携による地域への貢献

●当施設における様々な外注機会において、県内及び地元企業への発注を積極的に実施。

●具体的には建物維持管理のための清掃・設備維持管理、修繕等については、県内・地域内

に事業所がある企業を最優先に選定し、業務を実施。

ウ） 信頼のおける優良な専門会社との業務連携

●多目的ホールの舞台機構・照明・音響の管理は県内・地域内の事業者を優先的に選定。

●４年間を共に協力してきた信頼関係のある企業。当社は清瀬けやきホールやアミュゼ柏等

でも良好な協力関係。

●舞台装置などの特殊機器関係については、専門性を最優先。信頼かつ適切管理が可能な設

置メーカー及び専門会社との連携を重視。

２．専門会社への再委託選定方法
業務内容 選定方法

建物・設備等

保守管理

日常清掃

・県内企業優先

・これまでの協力関係における実績

・業務の専門性のスキルや業務実績

・企業の信頼性、経営状況や経営理念

・指定管理や業務委託の経験

・当施設の業務にかける意欲や理解

多目的ホール

舞台設備等運営、

保守管理

（県内企業優先）

・設置メーカーによる適正管理

・業務の専門性のスキルや業務実績

・類似施設での管理運営の実績と評価

・運営業務における適切な研修体制

・緊急時のバックアップ体制

・企業の信頼性、経営状況や経営理念

８ 人的な能力、執行体制

（１）人的な能力、執行体制

イ 業務の一部を委託する場合の管理・指導体制について
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指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員採用、研修内容や研修計画について、記載してください。

１．職員研修 “また来たいね研修” の基本的な考え方
■利用者から「来て良かったね」「また来たいね」と思ってもらうことにより、新たな施設価

値が付加できる運営をめざしています。

■「東京スカイツリー○R 展望台施設運営管理業務」における民間ならではの親切で丁寧な接

遇や、「愛・地球博運営業務」等でのおもてなしの心あふれる接遇など、施設の利用者から

認められた対応能力は、私どもが職員研修を徹底して実施しているからこそ成り立ってい

るのです。

■「安定した運営」と「感動を与える運営」を“実現できる人材”の育成が、職員研修の目

的です。

■私どもは、この人材を育成する研修を「安定運営研修」と「感動運営研修」の両者を合わ

せて“また来たいね研修”と呼んでいます。

■“また来たいね研修”を実施することにより、「安定した運営」と「感動を与える運営」が

達成でき、「アクティオならではの付加価値運営」が可能となります。

■私どもは、継続的に職員研修を実施することで、業務品質を維持・向上させていきます。

■設置目的を実現するための専門性や、施設特性等に合わせた専門研修も必要に応じて実施

し、施設価値を高め続けていきます。

２．職員研修 “また来たいね研修”

ア）“また来たいね研修”の目的

【「安定運営研修」＋「感動運営研修」→“また来たいね研修”】

“また来たいね研修”は、私どもが指定管理者として、公の施設を安全に管理運営する≪安

定運営≫を実行し、かつ利用者から「来て良かったね」「また来たいね」と思ってもらえる≪

感動運営≫を行うことを狙いとして実施します。

私どもがここに力点を置くのは、「安定運営」と「感動運営」による相乗効果が生まれ、さら

に新たな価値が期待できる“アクティオならではの付加価値運営”の実現を図るためです。

８ 人的な能力、執行体制

（１）人的な能力、執行体制

ウ 指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員採用
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イ）必要なスキルや知識、心構えを身につける研修スケジュール

採用から業務が開始するまでの短期間に中身の濃

い研修を実施します。

これらの研修は、研修計画（右表）に基づき、通信

教育・オリエンテーション・基礎研修・実務研修・

現地研修にそって行います。

       

通信教育

期間

オリエンテーション

期間

基礎研修

期間

実務研修

期間※３）

現地研修

期間※４

・通信教育

（施設概要、設置目的、

施設特長、地域特性、

基礎知識、関連法令

等）

・オリエンテーション

（ 会 社 や 施 設 の 説 明

等）

・見られ公務員研修

※1）

・バリューアップ研修

※2）         

・接遇研修

（コミュニケーション

力、公の施設の職員と

しての立居振舞い・接

客１０大用語・身だし

なみ等）

・人権研修   等

・個人情報保護研修

・危機管理対応研修

・普通救急救命講習

        等

・現地研修）

（利用手続き、 各書式

の記入方法、緊急時や

苦情対応 等）

管理者対象

・管理職研修

・防火防災管理講習

・経理研修   等

人員の補充を行った場合の研修スケジュールおよび、研修の内容について以下に記します。
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３．管理運営開始後のフォローアップ研修や専門研修                                

ア）業務品質の維持向上のためのフォローアップ研修

継続的な研修を行い、全職員のスキルアップを図ることが運営の要であると私どもは考えて

います。

【具体的な研修例】

●館長や営業担当の要望する「課題やニーズ」に合わせ、カスタマイズしたリカレント研修

を実施

●書類作成、ホームページの更新、経理処理、メール対応等のパソコンソフト研修を実施

●事業担当職員やスタッフに対して、印刷物など制作物作成スキルアップ研修を実施

●専門講師を招聘し、接客におけるクレーム対応の成功例と失敗例等から、適切な対応方法

を習得するクレーム対応研修を実施

イ）専門性の向上をめざした社内研修の実施と社外研修への参加促進

①社内研修

アクティオが運営する公の施設のなかでも、当施設と類似するホール系施設等ジャンル

別に職員がそれぞれ一堂に会し、接遇手法やトラブル・クレームの対応方法等の情報を共

有する研修会・交流会を実施します。講師は外部講師または社内の専門性を有する社員が

行います。

【社内研修例】

●類似施設合同セミナー

●他の参考施設への視察研修

●類似施設の職員が集まる交流研修

●類似施設の館長が講師となる類似施設勉強会

②社外研修    

●積極的に外部専門機関が実施している専門性研修への参加を促進

関連資格の取得および研修参加の奨励による専門性のスキルアップをめざします。

各種機関が実施する研修会に、職員が極力参加できるよう勤務シフトを調整し、必要に

応じ研修参加者の欠員補充を行います。

類似施設の勉強会
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ウ）各種研修により向上した職員への利用者満足度

下図は、当社の管理運営施設で実施した「職員の接遇態度に関する利用者の満足度調査」の

時系列調査の結果です。ここからもわかるように私どもの接遇は多くの施設において、利用

者の方々から高い評価を得ています。

この高い評価は、当社の“また来たいね研修”を積み重ねた成果であると確信し、その重要

さを実感しています。研修を継続的に実施することにより、職員・スタッフのモチベーショ

ンが向上し、この結果が利用者へのサービス向上につながります。

４．日常的な指導育成

ア）館長・副館長による日常の指導・育成

職員が目標を持って業務に従事できる環境を整え、日々の業務についての見直しや、高い業

務意識の維持を図ります。

①ＯＪＴによる指導

利用者を対象にする業務においては、職員が同じ対応をしても、相手が違えば、反応も全

く異なることがあり、職員が戸惑うこともあります。その都度、その対応の後に管理職等

が指導・助言します。

②スタッフミーティングの実施

１年目 ２年目

例：
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●「神奈川県の施策理解」「救急救命」「劇場法に関する知識」等、館長等が業務に直結す

る様々な情報を提供し、全職員が高い意識を持ち続けられる仕組みの構築

●日頃から、業務およびルールを見直し、業務の慢性化を予防

イ）振り返りや話し合いによる職員満足度（ES）向上

①本社管理職等による個人面談

全職員を対象に、職員が目標としたことや問題・課題としたこと、今後のあり方等につい

て面談を行い、働きがいのある職場環境をめざします。

②メンタルサポート

●職場のなかで従業員の一人一人がいきいきと働ける環境整備

●肩の力を抜いて相談することで、余分なストレスが発散され、新たなモチベーションを

生み、維持し、高めてもらうための相談サービス

ウ）不定期で実施する研修

①リカレント研修

施設ごとの課題やニーズに合わせた接遇研修を実施しています。リカレント研修をタイ

ミングよく実施することは、基礎研修で学んだことを持続・向上させるうえで必須です。

②チラシ作成講座

施設の利用者ニーズに沿った事業企画の立て方や興味や関心をひくチラシ作りを学びま

す。

③外部専門機関の研修参加

アート系、野外活動系等、各種専門研修を受講します。
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④アートマネジメント研修への参加  

私どもは、社外専門機関での関連資格の取得および研修参加の奨励により専門性のスキ

ルアップを図っています。  

講師 資格/講習 研修内容

社
外
専
門
機
関

アートマネジメント研修
全国公立文化施設協会等の実施する研修会への参加

（劇場・音楽堂等技術職員研修会）

指定管理者向けセミナー 指定管理者協会の実施する館長・職員向けセミナーの受講

劇場法研修 劇場法を知り、劇場としての役割を再認識する研修



指定管理者事業計画書  83

９ 財政的な能力

経費積算内訳書（収支計算書）、団体等の事業計画書、

収支予算書、事業実績書、決算諸表により、ご審査いた

だくため、記載不要。
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10 コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献

（１）コンプライアンス

ア 指定管理業務を実施するために必要な団体の企業倫理・諸規程の整備、法令遵守の徹底に向けた取組の状況

１．企業コンプライアンスを徹底遵守する経営姿勢
■法令・社会規範を遵守し、事業活動を実行します。

私どもは、当社が行うすべての事業活動において、法令遵守の実践は公の施設の管理運営

の中でも最重要課題の一つだと認識しています。

■当社の価値観・倫理観に基づく行動を全従業員で実現します。

「アクティオ倫理基準」の従業員専用カードの配布や「見られ公務員」研修等を実践しま

す。

■より良い職場環境づくりのための内部通報制度の整備および周知を徹底します。

ホームページ、従業員専用カードを利用して職員・スタッフに周知させています。

２．具体的な取組み

ア）法令・社会規範を遵守した事業活動

●就業規則、賃金規則、育児・介護規定、行動基準等の整備

当社では、社員の働きやすい環境を整備するため、諸規則を設けています。

●最低賃金等保障

雇用するスタッフに対して、労働基準法、労働安全衛生法、最低賃金法など各種労働関係

法規を遵守します。

●男女共同参画の推進  

当社では、男女雇用機会均等法を遵守し、男性も女性も関係なく仕事の成果や能力を活か

すことができています。また、実際に施設の管理職としても多くの女性が活躍しています。

●ワーク・ライフ・バランスの確保

仕事と家庭生活をバランスよく両立できるよう、就業規則や育児及び介護に関する規程を

定めています。産前産後休業、育児・介護休業や看護休暇等の取得を促進し、「ワーク・ラ

イフ・バランス」を確保しています。

●障がい者雇用の推進  

私どもは積極的に障がい者を雇用していることに対し、法定雇用率を超えており、千葉県

から表彰されました。
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イ）当社の価値観・倫理観に基づく行動を全従業員で実現

①当社従業員への周知徹底  

「アクティオ倫理基準」については、「従業員専用カード」を携帯させ、コンプライアン

スを常に意識し、実践できるよう、施設での掲示等やスタッフミーティング等において周

知徹底しています。

②アクティオ倫理基準  

●法令等の遵守

私たちは、いかなる場合も法令および社内規定（ルール）を遵守し、道徳律・モラル

律を含む社会規則に則って行動します。

●公正な取引

私たちは、市場経済の基本ルールに従い、公正な立場で全ての取引を行います。

●情報管理と守秘義務の徹底

私たちは、個人情報・顧客情報・経営情報などの一切の機密情報は厳正に管理し、外

部への漏えいを防止します。

●人権の尊重

私たちは、個性と人権を尊重し、あらゆる人権侵害行為を排除します。

●反社会勢力との対決

私たちは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢力および団体とは断固対

決します。

●環境問題への取組み

私たちは、自然環境の保護を心がけ、幅広い視野で環境保全に努めます。

③「見られ公務員研修」の実施

「民間人が指定管理者として公共施設で勤務する際には、利用者からは公務員（地方自治

体の職員）のように思われる」ということをしっかりと職員に理解させ、指定管理者とし

ての適切な行動ができるよう研修を行っています。

●民間企業に勤務する者と公共施設に勤務する者との違い

●公平公正な対応、コンプライアンスの重要性等

●人権研修や個人情報保護研修等ともリンク
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④セルフモニタリングによる業務チェック  

独自のチェックシステム「ＡＳＳＭＳ」により、月次・半期・年次の３段階モニタリング

を実施します。セルフモニタリングには、施設内での法令やルール違反、職場環境につい

てのチェック項目も盛り込んでいるため、問題を早期発見できる体制となっています。

【業務を継続的に改善するため、担当、担当外、品質管理担当による複層的チェック】

ウ）より良い職場環境づくりのための社内通報制度を周知

【アクティオ企業倫理ホットライン】   

●内部統制に欠かせない内部通報制度の窓口として「企業倫理ホットライン制度」を設置

●不正行為の抑止、不正があった場合の迅速な初期対応

●よりよい職場環境作りおよび社会的責任に配慮

●啓発ポスター等を掲示して周知徹底
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10 コンプライアンス、個人情報、社会貢献

（１）コンプライアンス

イ．申請開始の日から起算して過去３年間の重大な事故または不祥事の有無ならびに事故等があった場合の対

応状況及び再発防止策構築状況

過去、3 年間の重大な事故または不祥事はありません。
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10 コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献

（２）個人情報保護

１．個人情報保護に関する基本的な考え方

■個人情報の管理は、施設管理運営をする上で最も大切なことの一つであると考えます。

■個人情報を取扱うルールを定めた個人情報保護マニュアルに則り、適切な個人情報保護に

努めます。

■公の施設を預かる指定管理者として、個人情報保護法および「神奈川県個人情報保護条例」

等関連条例を遵守します。

■アクティオは、適切に個人情報の保護措置を講ずる体制設備を行っている証であるプライ

バシーマーク（以下、P マーク）を認定取得しています。P マークの認定水準であるＪＩ

Ｓ Ｑ１５００１：２００６個人情報保護マネジメントシステム（以下、ＰＭＳ）を既に

運用しており、P マーク認定企業として厳しく個人情報を取扱う体制を整備しています。

２．個人情報保護に関する具体的な取組み

ア）個人情報保護の安全管理体制

個人情報を正確に最新の内容に保つよう、安全な体制を構築しています。

●本社では社長をトップとしたＰＭＳ組織を編成

社長は、個人情報の適切な保護を維持するため、定期的に(毎年５月)PMS を見直します。

●当施設では施設責任者（館長）が、利用者の個人情報を確実に管理

受付業務などの担当者は、個人情報の管理、ＰＣ入力での管理、所管課に提出するまでの

管理等を確実にし、情報の漏えい、滅失、破損、改ざん等の防止に努めます。

●PＭＳ監査責任者が内部監査チームを編成し、年１回、当施設の監査を定期的に実施
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イ）施設責任者・担当者の業務の明確化

施設責任者は受付業務などの担当者の業務フローを明確にし、一人一人の確実な管理を実行

します。

①施設責任者（館長）の主な業務

●施設の業務フローの作成

●取り扱う個人情報を「個人情報管理台帳」に特定・維持

●施設に定められた業務手順や帳票様式の遵守

●スタッフや協力会社への入退館管理

●スタッフの勤務状況の監督

●スタッフの個人情報（勤務表等）の管理

●「施設個人情報安全対策」の見直しと更新

②個人情報取扱担当者の主な業務

●利用者から提示された個人情報の確実な管理

●個人情報のパソコン入力利用の確実な管理

●行政に提出するまでの確実な管理

●定めた業務フローや帳票様式に準拠した管理と不具合の改善

●取引先の個人情報の確実な管理

ウ）個人情報保護マニュアル、規定、業務フローを定め管理運営を徹底

貴県の個人情報保護条例に準拠したうえで、当社が定めるＰＭＳの最高位の文書である個人

情報保護マニュアルには、具体的に各種の規定を定めています。施設では業務フローに沿っ

て、個人情報の管理運営を徹底しています。

①情報収集時の取組み具体例

【利用者への確認】

●個人情報を取得する際には使用目的を明示し、目的の範囲内でのみ使用
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●情報提供の本人承諾の確認

●特定の機微の情報の取得・利用・提供の禁止の徹底

●館の PR や活動報告、ホームページ等へ利用者の写真を使用する時は、できる限り後ろ

姿等を用い、判別できる場合には肖像権についての説明、ぼかし等の配慮

②情報取扱時の取組み具体例

【来訪者】

●一般の方は業務スペースへは、原則入室禁止

●やむをえない場合は、来訪者記録簿への記入の徹底

③情報保管時の取組み具体例

【書類】

スタッフ名簿・拾得物記録・講座参加者名簿・事故記録等個人情報記載書類は、施錠可能

な書庫等に保管し、使用の際は作業責任者の許可を義務付けます。

●個人情報を保管する書庫のカギは責任者が保管

●保有する個人情報について、本人が求める場合は、開示･訂正･利用停止を実行

●保管期限を定め、期限を経過したものはシュレッダー等で粉砕した後、廃棄処分

【パソコン管理】

●個人情報データを管理するパソコンは 1 台に限定

●データベース化された個人情報は、部外者が容易に閲覧できないようにアクセス権や

パスワードを設定

●使用パソコンのパスワードを設定し適宜変更する等、ログイン時のセキュリティ保護

の徹底

●パソコンのユーザーID およびパスワードは他者に知られないようにし ID・パスワード

は責任者及び本社管理部が保管し、パスワードを定期的に変更

●パソコン使用中に席を離れる時のために、パスワード付スクリーンセーバーを設定

●ノートパソコンにはワイヤーケーブルを設置するか、所定の位置に保管

エ）個人情報保護方針の公表

個人情報保護方針（プライバシーポリシー）を館内に掲示し、ホームぺージにおいても公表

します。
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●利用者に対して責任体制を明確に提示

●業務で知りえる情報に関して、保護体制を構築し、漏えいを予防

  

オ）Ｐマーク取得企業として以下の規定を整備

これらを土台に、「貴県個人情報保護条例」に準拠した当施設で必要な帳票様式と業務フロー

を整備し、全職員の周知徹底を行います。

文書管理規定 記録管理規定 内部監査規定 教育管理規定    

ＰＭＳ組織 組織権限規定 個人情報管理規定 情報ネットワーク管理規定

ユーザー管理規定 入退管理規定
是正処置/予防処置規

定

パスワード・暗号化設定方

法

苦情相談・緊急時対応規定 個人情報の特定、リスク分析・対策規定

カ）全職員への研修の実施

ＰＭＳ管理責任者は、全職員に対し、ＰＭＳに適合することの重要性および利点、役割及び

責任、違反した際の予想される結果等を自覚させるため、就業前および年に 1 回、研修を実

施します。
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３．情報公開に関する考え方

ア）法令遵守

私どもは、国の定めた「行政機関の保有する情報の公開に関する法律」及び「貴県情報公開

条例」を遵守します。

イ）開示責任

行政機関の代行者としての自覚を明確に持ち、利用者の「行政文書の公開を請求する権利」

を十分に尊重し、適正に開示責任を果たしていきます。

●実施機関の連絡先を明示し、対象となる書類を整備

●スタッフに条例遵守の教育を実施

●情報公開の相談があった時に、適切な案内を実行

ウ）速やかな情報公開の実施

当施設に関わる情報の開示請求があった場合には、貴県情報公開条例に基づき、当施設を預

かる立場として、速やかに情報公開を実施します。法令あるいは条例によって不開示とされ

た情報は、誠意ある対応のもと開示しません。

●定められた手順・規定を遵守しながら積極的に公開

●個人情報に関するものや公開することで、法人や個人の競争上の地位、財産権、その他正

当な利益を害する恐れがあるような情報に関しては、非公開
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10 コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献

（３）社会貢献

ア 法定雇用率の達成状況等、障害者雇用促進の考え方と実績

１．障がい者雇用に関する基本的な考え方
■障がいのある人も積極的に雇用し、社会の平等な雇用の支援に貢献しています。

■障がい者雇用は、障がい者本人のみならず、その家族、一緒に働く職員や就労支援機関等

の協力が欠かせません。これを重く受け止め、職員研修を継続的に実施しつつ地道に取組

んでいます。

■障がい者の就業機会提供は、指定管理者としての責務であると私どもは受け止めています。

■障害のある人も、ない人も、一緒に楽しみ、感動するというインクルージョンの考え方の

基づいています。自主事業では、ダウン症の書家・金澤翔子展にみるように、ともに、書

の楽しみを共有することができました。

２．当社における障がい者雇用の現状

ア）現在２１名雇用、法定雇用率を超える２．０％の雇用率を確保                      
千葉県、神奈川県等にある私どもの指定管理施設で、館内業務や清掃業務等に従事していま

す。障がい者雇用に関する勉強会を開き、本社から施設スタッフまで、「共に働く意識」を共

有しています。

【当社の障がい者雇用状況】 ※平成２６年６月１日現在

常用労働者数 うち 障がい者数 当社雇用率 法定雇用率

１,０４８名 21 名 2.0％ 2.0％

イ）積極的に雇用する企業として千葉県から表彰     

千葉県は、「笑顔いっぱい！フレンドリーオフィス」※１を認定し、公表しています。平成２

１年から、私どもはこれに認定されています。
※1）障がいのある人を積極的に雇用し、障がいのある人もない人も共に働いている事業所

アクティオの障がい者雇用、フレンドリーオフィスについては、

巻末の「その他参考資料」をご覧ください。

《指定管理施設での就

労の様子》
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10 コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献

（３）社会貢献

イ 社会貢献活動等、CSR の考え方と実績

■障がいのある人も積極的に雇用し、社会の平等な雇用の支援に貢献しています。

被災地へ救命胴衣を寄付

アクティオでは、2011 年の震災後、災害にあった東北の子どもたちへ、毎年少し

ずつではありますが、救命胴衣を寄付しています。幼稚園等からの感謝のお手紙

や、相馬地方広域消防本部からの感謝状等をいただき、私たち自身も改めて復興へ

向けて何ができるかを問い続けています。

被災地陸前高田で

ボランティア活動
東日本大震災後、アクティオでは社内・施設

それぞれにて募金活動やチャリティーイベン

トの開催等、復興支援活動を行ってきまし

た。2011 年には社内有志を集めて 2 泊 3

日のボランティアツアーを行い、被災地のた

めに汗を流してきました。
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クリーン作戦
アクティオのいくつかの指定管理者施設で

は、施設周辺の沿道の美化活動を行っていま

す。施設でボランティアを募集し、職員とと

もに行います。

公共施設を預かる指定管理者として、積極的

に地域に貢献していきたいと考えています。

職場体験受け入れ

アクティオの指定管理者となっている公共施

設では、地域と連携した管理運営を心がけて

いるため、地域の中学校の職場体験や、高校

のインターンシップ、小学生の施設見学等を

積極的に受け入れています。

障がい者就労継続支援施設で作る

菓子の購入
アクティオ本社では、障がい者就労継続支援

施設で作る菓子等を、本社で購入し、社員向

けに販売しています。障がい者が生き生きと

働ける社会の実現に、寄与しています。
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10 コンプライアンス、個人情報保護、社会貢献

（３）社会貢献

ウ 指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況

１．環境への配慮の基本的な考え方
■省エネルギー対策、温室効果ガス削減対策等、環境負荷低減への取組みは必須と考えます。

日本は、2020 年までに温室効果ガス排出量 3.8％削減（2005 年比）をめざしていま

す。東日本大震災後、温室効果ガス削減対策も含めた環境に配慮する取組みには一層の努

力が必要です。

■私どもは数多くの施設の指定管理者として各施設で実施する取組の水平展開が可能です。

■現指定管理者として当施設の建物・設備機能や利用状況を踏まえ、また１期目の成果を活

かし、適正で確実な省エネ・省資源対策等を行い、次世代へ繋がる環境保全を維持します。

２．具体的な取組み

ア）環境負荷を低減させるための省エネルギーへの取組み

①エネルギー削減の目標を設定

エネルギー（光熱量）を削減するために、徹底した省エネ意識と見直しが不可欠です。当

施設の過去のデータをもとに、エネルギー削減目標を設定し、調整を行いながら実施して

いきます。  

②日常業務での省エネルギーへの取組み

●照明器具

保安・設備上問題のない場所での小まめな消灯や照度調整/照明器具の間引き

●空調設備

冷暖房の設定温度調整や運転時間短縮

●その他

使用していない OA 機器等の電源オフ/自動販売機の照明オフ/エレベーターの運転調

整

イ）省資源や廃棄物の排出抑制への取組み
①再利用を推進するなど、可能な限り地球環境への負荷に配慮

●事務室での省資源対策

文書の電子化・共有化/ペーパーレス化/個人情報等の記載がない裏紙使用の促進

●環境負荷低減対策

ゴミ減量及びリサイクル分別の徹底/エコキャップ運動（エコキャップでワクチン）
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②製品購入の際には、できる限り環境に配慮した商品を購入

ウ）施設利用者への環境に関する事業や啓発活動の取組み

環境活動拠点として、講座やワークショップの実施や啓発ポスターの掲示を行います。

●講座・イベント実施

自然体験教室、エコ教室開催 等

●啓発ポスター等掲示

節電、節水等ポスター・サインの作成、掲示/壊れた備品

の提示（廃棄物の抑制）

３．アクティオとしての環境問題への取組み

ア）アクティオは「Fun to Share」に参加

私どもは、低炭素社会実現への重要性を認識し、「Fun to Share」に参加しています。本社・

支店・営業所および、指定管理者として管理運営する施設で、低炭素社会実現を推進する活

動を率先して実施しています。

●事務室での業務の効率化、省エネ・省資源化

●クールビズ（6 月～9 月）・ウォームビズ（11 月～2 月）を実施

●社用車はハイブリッドカー等を使用し、移動はできる限り公共交通機関を利用

イ）各施設では、環境保護・保全に向けたさまざまな取組みを実施

①施設をあげたエコ活動から職員・スタッフの地道な取組みまで

電力デマンド管理 グリーンカーテンの設置 照明の LED 化の推進 クールビズ・クールシェアの推進

エコキャップでワクチン エコ教室やイベント開催 ペーパーレス化、裏紙利用 ウォームビズ・ウォームシェアの推進
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②施設の省資源・省エネ対策の実施状況まとめ

下のグラフはアクティオが指定管理者として管理運営中の公の施設において実施したア

ンケートの結果です。80％以上の施設で実施している上位の取組み（枠囲み）は、館長

以下、全ての職員・スタッフが日常的に行う地道な取組みです。

アンケート

実施概要

・対 象 施 設 ： 東日本事業部 指定管理施設（49 施設）

・実 施 期 間 ： 2014 年 5 月 14 日～6 月 15 日   

・回 収 率 ： 100％

前回実施（2011 年）と比べて大きく伸びた取組みは以下の通りです。

ウ）複数の環境系施設の運営を通して指定管理者としてノウハウを蓄積

環境系学習施設の指定管理者業務に携わり、環境保護に対する高い意識を保持しています。

そのノウハウを通して、環境啓発講座やワークショップを開催することが可能です。

【主な環境系学習施設】
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11 これまでの実績

（１）これまでの実績について

ア 指定管理施設及び類似の業務を行う施設等での管理実績の状況

指定管理施設の特性を活かせるような類似施設での実績について、具体的に記載してください。

類似施設とは、多目的ホールやアートギャラリー、水源地域にある施設など、本施設と共通性がある施設であれば参考とします。

ホール・ギャラリー・会議室等のある類似施設

施設名 写真 施設概要 指定期間 業務内容

相模原市文化会館

長く相模原市の市民に親しまれて

きており、平成 25 年度に大規模

改修を終え、装いも新たにオープ

ン。1270 席の大ホールと会議

室、結婚式の披露宴ができる宴会

場もあります。

Ｈ26.4～

Ｈ31.3
指定管理者業務

神奈川県立

足柄ふれあいの村

青少年の自然体験と交流の場とし

て緑あふれる 72,000 ㎡に宿泊

コテージ、山荘、野外炊事場、集

会棟等を備え、団体生活、自然体

験等子どもたちがたくましく生き

る力を身につけます。

Ｈ23.4～

Ｈ28.3
指定管理者業務

藤沢市労働会館

藤沢市の勤労者福祉のための会館

で、ホール（300 席）、体育館、

会議室等あり。平成 28 年 3 月で

施設をいったん閉め、複合施設と

して建て替え再整備。

Ｈ19.4～

Ｈ22.3

Ｈ22.4

～Ｈ27.3

（第 2 期）

指定管理者業務

川崎市有馬・野川

生涯学習支援施設

（アリーノ）

地域における市民の主体的な学習

活動の支援を行うことにより、生

涯学習の振興を図り、個性豊かで

活力に満ちた地域社会づくりに寄

与するための施設です。図書室、

児童室、集会室、学習室等があり

ます。

Ｈ24.4～

Ｈ29.3
指定管理者業務

北沢区民会館

（北沢タウンホール）

東京のオフ・ブロードウェイと言

われる下北沢のランドマーク的存

在。多目的ホール（294 席）では

演劇・音楽だけでなくダンス・お

笑い・格闘技も。年間稼働率 95％

のため、日本一忙しいホールと言

われています。

Ｈ18.4～

Ｈ23.3

Ｈ23.4～

Ｈ28.3

（第 2 期）

指定管理者業務

砧区民会館

（成城ホール）

都会の大人の夜の愉しみ場とし

て、ジャズの夕べや文芸漫談、ピ

ーコのシャンソンなど多彩な事業

で人気。多目的ホール（平床式可

動席 397 名）。

Ｈ21.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 2 期）

指定管理者業務
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清瀬けやきホール

清瀬市の文化・芸術活動の拠点と

して、508 名収容のホール、各種

会議室等の他、元町子ども図書館、

子育て支援室を併設する複合施

設。

Ｈ22.11～

Ｈ28.3
指定管理者業務

大田区

洗足区民センター

体育館、貸集会室などの地域コミ

ュニティ施設、広間、静養室など

の高齢者施設による複合施設とし

て、区民への研修や集会の場、高

齢者へのレクリエーションの場を

提供しています。

Ｈ24.4～

Ｈ29.3
指定管理者業務

耕心館

東京都瑞穂町の社会教育施設とし

て、江戸時代の豪農の美しい家を

整備して、多目的大広間（70 人）

でコンサートや展覧会、庭園を望

みながらの食事会などを開催。

Ｈ20.10～

Ｈ25.3

Ｈ25.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 3 期）

指定管理者業務

流山市

生涯学習センター

自治体・地域と連動した幅広い活

動と利用者の多さで、行政の視察

が絶えない生涯学習施設。ホール、

ギャラリー、体育館、各種会議室

等。

Ｈ18.4～

Ｈ23.3

Ｈ23.4～

Ｈ28.3

（第 2 期）

指定管理者業務

アミュゼ柏

柏市のコミュニティと文化芸術の

シンボリックな拠点として、400

席のクリスタルホール、150 名収

容のプラザ（展示室）を始め、会

議室、調理室、陶芸室等。

Ｈ25.4～

Ｈ30.3
指定管理者業務

我孫子市

湖北地区公民館

文化の向上、社会福祉の増進及び

生涯学習を支援することを目的と

した、市民がいつでも楽しく学び

集うことのできる施設。250 席の

ホール、調理室、学習室等。

Ｈ25.4～

Ｈ28.3
指定管理者業務

成田市公津の杜

コミュニティセンター

（もりんぴあこうづ）

子どもの多い新興住宅街に新設さ

れ、数多い事業開催により地域コ

ミュニティづくりを担う。ホール、

ギャラリー、会議室、調理室、音

楽スタジオ、ダンススタジオ等の

貸施設の他、放課後や春夏休みに

は小学生の見守りも行う。図書館、

子ども支援施設との複合施設。

Ｈ25.7～

Ｈ29.3
指定管理者業務

野田市

野田公民館

野田市の中心に位置し、図書館、

公民館の他、市の出張所、商工会

議所などを擁する複合文化施設

で、施設全体を欅のホールと呼ば

れています。330 席の小ホール、

活動室、研修室、和室等がありま

す。

Ｈ23.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ28.3

（第 2 期）

指定管理者業務

守谷市市民交流プラザ

（守谷市民ギャラリー）

北守谷児童センターと市民ギャラ

リー等の入る複合館で、子どもだ

けでなく市民の芸術・文化に関す

る作品展示など文化交流の場、楽

器演奏や踊りの発表会にも利用さ

れています。

Ｈ20.4～

Ｈ23.3

Ｈ23.4～

Ｈ28.3

（第 2 期）

指定管理者業務
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守谷市中央公民館

守谷市郷州公民館

守谷市高野公民館

守谷市北守谷公民館

中央公民館は 401 名のホールを

擁し、図書室、大広間、集会室等

があります。その他の公民館も、

市内に点在し、集会室や会議室等

があります。

Ｈ24.4～

Ｈ27.3
指定管理者業務

北本市中央公民館

（北本市文化センター）

北本市文化センターは、公民館、

図書館、プラネタリウムのある複

合文化施設です。

中央公民館には 726 席のホール

とスタインウェイのピアノ、会議

室等があり、市のピアノコンクー

ル等が行われている文化発信拠点

となっています。

H27.1～

H30.3
指定管理者業務

磐田市香りの博物館

常設展では香りの小部屋で 5種類

の香りの実体験ができ、香りのサ

ロン、香りの文化史、香りの体験

コーナー、香りのカフェテラス等

五感で楽しめる博物館です。この

ほかに年 4 階の企画展を開催して

います。

Ｈ20.4～

Ｈ25.3

Ｈ25.4～

Ｈ30.3

（第 2 期）

指定管理者業務

愛知県下水道科学館

下水について楽しく学べる施設。

ゲームなどをしながら進んでいく

と下水のことを理解できます。山

から暮らしへ、暮らしと水、汚れ

た水の行方、水をきれいにすると

は…。シアター、図書コーナーも

有、小学校の社会科見学、調べ学

習にも利用されています。

Ｈ23.4～

Ｈ28.3
指定管理者業務

文化のみち二葉館

日本の女優第 1 号・川上貞奴と電

力王・福沢桃介が大正時代に暮ら

した家を移築・復元した貴重な建

築遺産である記念館。地区の歴史

や産業を伝える展示会などの催し

も行っています。

Ｈ16.11～

Ｈ20.3

Ｈ20.4～

Ｈ24.3

Ｈ24.4～

Ｈ28.3

（第 3 期）

指定管理者業務

名古屋市

南陽交流プラザ

周辺地域の生活環境の向上を目指

し、地域コミュニティの促進を図

るため、学習、集会、健康増進、

余暇活動等多目的な利用に供する

施設となっています。多目的グラ

ウンド、体育室、トレーニング室、

会議室等があります。

Ｈ26.4～

Ｈ30.3
指定管理者業務

岩崎城址公園

岩崎城歴史記念館

展望塔岩崎城

愛知県日進市のシンボルである岩

崎城。市街を見渡せる城の隣には

歴史的資料を集めた記念館。菊花

展が有名です。

Ｈ19.4～

Ｈ22.3

Ｈ22.4～

Ｈ25.3

Ｈ25.4～

Ｈ30.3

（第 3 期）

指定管理者業務

豊田市高岡

コミュニティセンター

豊田市六鹿会館

豊田市高岡運動広場

文化コミュニティ活動の拠点とし

て、集い・学びまた地域の方が自

由に楽しくふれあうことができる

施設として、六鹿会館や周囲の景

観にも配慮した施設です。図書室、

500 人収容のホール、展示コーナ

ー、学習室、多目的室、工芸室等

があります。

Ｈ21.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 2 期）

指定管理者業務
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常滑市

青海市民センター

常滑市の生涯学習施設として、図

書館、ギャラリー、美術工芸室、

講義室、視聴覚室、料理室、学習

室、和室等があります。

Ｈ21.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 2 期）

指定管理者業務

常滑市

南陵市民センター

常滑市の生涯学習施設として、ア

リーナ、武道場、テニスコート、

多目的広場、美術工芸室、料理室、

視聴覚室、学習室、講義室等があ

ります。

Ｈ21.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 2 期）

指定管理者業務

三重県環境学習

情報センター

三重県の環境学習・情報受発信の

拠点として、環境学習リーダーの

育成、企画展示、出前講座などを

行っています。

Ｈ20.4～

Ｈ23.3

Ｈ23.4～Ｈ

28.3

（第 2 期）

指定管理者業務

四日市市勤労者・

市民交流センター

3 世代が交流するコミュニティ施

設。可動式座席数 240 席、400

人まで入場できる多目的ホール。

会議室、講習室、和室、音楽室等

の施設を備えています。

Ｈ19.6～Ｈ

21.3

Ｈ21.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 3 期）

指定管理者業務

四日市市

すわ公園交流館

毎月様々なイベントを開催し、中

心市街地活性化を図っています。

Ｈ26.4～

Ｈ31.3
指定管理者業務

福井県陶芸館

越前焼を、見て学ぶ「資料館」、創

って楽しむ「陶芸教室」、使って味

わう「茶苑」がそろった陶芸館。

Ｈ21.4～

Ｈ26.3

Ｈ26.4～

Ｈ31.3

（第 2 期）

指定管理者業務

大阪市東淀川区民会館

東淀川区民の交流や活動の場であ

る区民会館は、プールやトレーニ

ングルームのある複合施設内にあ

り、会議室やステージ付きの和室

等があります。

Ｈ25.4～

Ｈ28.3
指定管理者業務

大阪市立住之江会館

住之江区民の交流や活動の場であ

る住之江会館は、老人福祉センタ

ーや図書館のある複合施設内にあ

り、会議室や和室等があります。

Ｈ25.4～

Ｈ28.3
指定管理者業務

大阪狭山市立公民館

昭和 52 年に設置され、貸館事業

や講座を実施するだけではなく、

プラネタリウムの投影も行ってい

ます。年に一度、活動団体の発表

の場である「はばたきフェスタ(旧

公民館まつり)」を近隣の施設 6 館

と合同で行い毎年多くの来場者が

訪れます。

Ｈ22.4～

Ｈ27.3
指定管理者業務

大阪狭山市立

社会教育センター

市民の自発的な諸活動と交流の場

を提供し、もって地域社会の振興

に資するという設置目的のため、

大小の会議室と音楽室等がありま

す。

Ｈ26.4～

Ｈ31.3
指定管理者業務
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富田林市市民会館

レストランや商工会議所も入居す

る子どもから高齢者まで幅広く利

用できる複合施設。900 名収容の

多目的ホールは文化施設としても

体育施設としても利用でき、その

他 360 名の中ホールを始め、会

議室、和室、展示室等があります。

福祉センターはお風呂やカラオケ

ルームのある高齢者用施設です。

Ｈ26.4～

Ｈ31.3
指定管理者業務

西条市総合文化会館

愛媛県西条市の文化の中心。

大ホール（1,152 席）小ホール

（398 席）他展示室、会議室等。

Ｈ18.9～

Ｈ22.3    

Ｈ22.4～

Ｈ25.3

Ｈ25.4～

Ｈ28.3

（第 3 期）

指定管理者業務

西条市丹原文化会館

西条市丹原町の文化施設。大ホー

ル（892 席）、小ホール（200 人）、

他ギャラリー、会議室等。

指定管理者業務

砥部町文化会館

砥部町立図書館

愛媛県砥部町の文化の中心。文化

会館、図書館、資料館との複合施

設で、多目的ホール（804 席）の

ほか、和室、視聴覚室、会議室等

も。

Ｈ19.4～

Ｈ22.3

Ｈ22.4～

Ｈ27.3

（第 2 期）

指定管理者業務

岩国市民会館

岩国市民会館は、岩国の天然記念

物である白蛇と大型船の舳先(へ

さき)をイメージして 作られた建

物です。成人式や年間を通して行

われる市民文化祭の他、様々な市

民 行 事 が 催 さ れ て い ま す 。

1,377 席の大ホール。140 席の

小ホール等があります。

Ｈ21.4～

Ｈ24.3

Ｈ24.4～

Ｈ27.3

（第 2 期）

指定管理者業務

岩国市

観光物産交流センター

（橋の駅 錦帯橋

「展望市場」）

日本橋、眼鏡橋と並ぶ日本三名橋

の錦帯橋を展望できる場所にある

のが当施設。通称「橋の駅」。岩国

の特産物等のお土産販売の他、フ

ェスタの開催、ミニチュア錦帯橋

づくり講座など各種イベントを開

催しています。

Ｈ18.10～

Ｈ23.3

Ｈ23.4～

Ｈ28.3

（第 2 期）

指定管理者業務

大牟田市立

三池カルタ・歴史

資料館

ポルトガルから伝わったカルタが

三池で初めて創られたと言われ、

内外の貴重なカルタを1 万点以上

所蔵する資料館。

Ｈ19.4～

Ｈ24.3

Ｈ24.4～

Ｈ29.3

（第 2 期）

指定管理者業務

関門海峡ミュージアム

（海峡ドラマシップ）

雄大な関門海峡を臨む門司港レト

ロ地区の中核施設として、「海峡の

ドラマ館（人・歴史・ロマン）」を

コンセプトとして、関門海峡にま

つわる歴史、文化、自然を紹介す

る施設です。

1-2F は大正ロマン漂う街並みを

再現した海峡レトロ通りで、買い

物も楽しめます。中心は大きな吹

き抜けの海峡アトリウム、歴史を

音と光と映像で体験できると共

に、子ども広場もあります。その

他関門海峡の歴史から現代までを

学べる施設となっています。

Ｈ20.4

～Ｈ25.3

Ｈ25.4～

Ｈ30.3

（第 2 期）

指定管理者業務

※指定管理者として管理運営中の施設は 98 施設あります。
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官公庁・その他団体からの業務受託実績（東日本）

受託施設 期間 施設種別 業務内容

ふくしま海洋科学館

（アクアマリンふくしま）
H12 年～ 水族館 来館者整理誘導業務

ＮＨＫアーカイブス番組公開ライブラリー H15 年～23 年 アーカイブ施設 ライブラリー案内業務

所沢航空発祥記念館 H20 年～22 年 博物館 オペレーション業務

埼玉県環境科学国際センター H21 年～22 年 科学館 展示案内・解説業務

東京都水の科学館 H9 年～21 年 科学館 キャスト運営管理業務

目黒区美術館 H9 年～20 年 美術館 案内等業務

東京都虹の下水道館 H9 年～21 年 科学館 受付スタッフ運営管理業務

東京都水道歴史館 H10 年～12 年 歴史館 受付スタッフ運営管理業務

東京国際フォーラム H10 年～13 年 会議場・ホール等 ＡＶセンター運営業務

中目黒ＧＴプラザホール H14 年～16 年 ホール・商業施設 運営業務

NHK 放送博物館 H15 年～ 博物館 案内業務

横浜美術館 H6 年～16 年 美術館 案内員募集、教育、管理業務

放送ライブラリー  H12 年～ アーカイブ施設 案内・受付業務

神奈川県水道記念館 H15 年～21 年 博物館 運営業務

ほどがや市民活動センター(アワーズ) H18 年～ 市民活動センター 運営業務

横浜人形の家 H18 年～22 年 博物館 運営管理業務

横浜ベイブリッジ・スカイウォーク H18 年～22 年 展望施設 運営業務

大和市渋谷学習センター H24 年～ 生涯学習施設 運営管理業務

横浜市歴史博物館 H26 年～ 博物館 受付・案内、監視業務

   ※業務委託で一部業務を運営中の施設は 36 施設あります（H27 年 3 月 20 現在）。
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11 これまでの実績

（１）これまでの実績について

イ 他の自治体等における指定取消しの有無

これまで、平成 15 年から現在まで、指定管理者として 98 施設の管

理運営をさせていただいておりますが、

どの自治体さまからも指定取り消しを受けたことはございません。
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12 その他

（１）相模湖交流センターの管理運営に当たって、独自の発想に基づく提案やアピール

相模湖を音楽リゾートにしたい。

そして相模湖サマーフェスティバルを開催したい。

水と緑の水源地の環境を活かして、

著名な音楽家の名前を冠する音楽塾とフェスティバル。

私どもは、都心から 1 時間という好アクセスの相模湖を「都心から一番近いミュージ

ック・リゾート」にしたいと考えています。

そして、相模湖交流センターを中心にサマーフェスティバルを開きたい。

私どもは、これまで著名な音楽家たちと親交を深め、実績と信用を培ってきました。

相模湖での音楽合宿はその萌芽といえる自主事業で、音楽家たちとは、「ワークショ

ップの開催による若い世代の育成」という点で、志を同じにしています。

相模湖交流センターの目指すイメージ

「アクア・ミュージック・リゾート」
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相模湖観光協会様のご協力のお約束もいただいています。

これまでお付き合いのある音楽家たちとも相談しながら、周辺地域の動向も加味し、

さらに、スポンサーを募り、当社が４年間で培ってきた信用と実績をもとに、実現に

向けて努力していきたいと考えています。

※１）スイスのルツェルン音楽祭

1938 年ルツェルン郊外のトリプシェンにあるワーグナー邸で、トスカニーニ指揮によるガラ・

コンサートによって始まった伝統を誇る『ルツェルン・フェスティバル』。ヨーロッパ屈指の絶景

に囲まれた中世の町に、世界のトップクラスのオーケストラ、指揮者、演奏家たちが集まり、年間

で約 10 万人を超える観客が訪れる重要なイベントとして国際的に広く知られています。2001

年から正式に『ルツェルン・フェスティバル LUCERNE FESTIVAL』と改名。イースター音楽

祭 “OSTERN”、夏の音楽祭“ SOMMER”、ピアノ音楽祭“ PIANO” という 3 つの音楽祭が

開催されています。（スイス政府観光局から抜粋）

※２）オーストリアのメルビッシュ湖上音楽祭

メルビッシュ湖上音楽祭は圧倒されるほどの大舞台のオペレーションが鮮やかです。舞台芸術家ヴ

ァルター・フォーゲルヴァイダーが、シュテットル・アナテフカを湖上舞台に作り上げます。「こ

の演目の中に潜む文句なしの奥深さを一つの空間に表し、そこに、メルビッシュ湖上音楽祭の実際

の夕暮れを利用することは大きな試みで、敬虔な気持ちでやり遂げたいと思います。」と、フォー

ゲルヴァイダーは仕事に対する喜びを表明しています。指揮者にはデイヴィット・レヴィ、振り付

けにはローラント・ガヴリクが抜擢されました。メルビッシュ湖上音楽祭の会場では、文化を享受

するだけではなく、素晴らしい味覚の楽しみも味わえます。広大な音楽祭会場では、パンノニア風

郷土料理のレストランやカフェ、ソーセージスタンドなどがそろい、その大部分が悪天候に備え屋

根があるなど、様々な快適さを観客に提供しています。（オーストリア政府観光局から抜粋）


